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近
代
日
本
研
究
第
三
十
三
巻
（
二
〇
一
六
年
）

論
説

甲
午
改
革
期
渡
日
朝
鮮
人
留
学
生
の
人
脈
形
成
と
社
会
進
出

―
―
申
海
永
一
派
に
着
目
し
て
―
―

桝

谷

祐

一

は
じ
め
に

甲
午
改
革
期
（
一
八
九
四
年
七
月
〜
一
八
九
六
年
（
1
）

二
月
）、
朝
鮮
政
（
2
）

府
は
、
一
八
九
五
年
五
月
を
皮
切
り
に
日
本
に
総
勢
一
五

〇
名
以
上
の
留
学
生
を
派
遣
（
3
）

し
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
政
府
が
海
外
に
大
量
の
留
学
生
を
派
遣
し
た
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
つ
と
に
政
治
外
交
の
側
面
か
ら
考
察
が
行
わ
（
4
）

れ
た
。
ま
た
留
学
の
成
果
と
し
て
、
留
学
経
験
者
の
経
済
学
、
法
学
の
受
容
を

分
析
し
た
研
究
も
蓄
積
し
て
（
5
）

い
る
。
ま
た
、
留
学
生
に
関
す
る
資
料
紹
介
も
進
め
ら
れ
て
（
6
）

い
る
。
こ
う
し
た
研
究
で
、
日
朝
政
府

の
動
向
、
留
学
生
の
現
実
認
識
、
留
学
経
験
者
の
知
識
受
容
の
様
相
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
留
学
生
の
留
学
中
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
概
略
的
な
説
明
に
留
ま
っ
て
い
る
。
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留
学
生
の
留
学
中
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
車
（
7
）

培
根
、
朴
（
8
）

賛
勝
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。
な
か
で
も
朴
賛
勝
は
こ
の
時
期
の
留
学

生
の
身
分
、
社
会
背
景
、
朝
鮮
政
府
の
留
学
生
派
遣
事
業
の
開
始
か
ら
中
断
ま
で
の
過
程
、
留
学
生
の
留
学
中
の
動
静
と
思
想
形

成
、
帰
国
後
の
活
動
ま
で
、
網
羅
的
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
な
か
で
、
朴
賛
勝
は
「
官
費
留
学
生
の
留
学
が
、
肯
定
的

な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
無
意
味
に
ま
た
は
否
定
的
な
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
」
と
問
題
提
起
し
、「
も
と
も
と
官
僚
志
向
的
な
性
格
」「
留
学
過
程
に
お
い
て
日
本
に
対
す
る
抵
抗
感
の
弱
化
」「
大
韓
帝
国

の
政
府
か
ら
受
け
た
冷
遇
」「
統
監
政
治
（
一
九
〇
五
）
以
後
に
出
世
」
な
ど
を
そ
の
原
因
と
し
、「
朝
鮮
側
の
留
学
生
政
策
は
失

敗
」
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
（
9
）

け
る
。
朴
賛
勝
の
問
題
提
起
自
体
が
否
定
的
な
観
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
先

行
研
究
は
、
そ
の
程
度
の
差
は
あ
れ
、
朝
鮮
政
府
の
留
学
生
政
策
を
失
敗
と
み
な
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
結
論
に
疑
問
を
提
起
し
、
先
行
研
究
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
事
実
を
拾
い
上
げ
つ
つ
、
甲
午
改
革
期
渡

日
留
学
生
の
人
脈
に
注
目
し
て
考
察
す
る
。
留
学
生
に
は
数
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
た
が
、
彼
ら
の
な
か
で
も
、
特
に
支
持
さ

れ
た
の
が
申
海
永
で
あ
る
。
申
海
永
は
、
帰
国
後
も
教
育
の
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
一
九
〇
五
年
設
立
普
成
専
門
学

校
（
現
高
麗
大
学
校
）
の
初
代
校
長
を
務
め
た
。
本
稿
で
注
目
す
る
の
は
、
留
学
生
の
一
部
が
申
海
永
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ

を
形
成
し
、
そ
の
人
脈
が
帰
国
後
の
社
会
進
出
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
過
程
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
自
強
運
動
期
に
お
い
て
他

の
グ
ル
ー
プ
と
区
別
し
（
10
）

得
る
緩
や
か
な
同
質
性
を
持
つ
「
一
派
」
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
る
。
先
行
研
究
で
は
申
海
永
を

含
め
、
留
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
て
お
ら
ず
、
申
海
永
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
ん
で
は
い
（
11
）

な
い
。

な
お
、
甲
午
改
革
期
渡
日
朝
鮮
人
留
学
生
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
、
ま
ず
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
そ
の
名
簿
は
『
慶
應
義

塾
入
社
帳
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
何
度
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
12
）

た
め
、
本
稿
で
は
再
度
指
摘
し
な
い
。
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一

リ
ー
ダ
ー
の
登
場

甲
午
改
革
期
渡
日
留
学
生
の
第
一
陣
一
一
三
人
は
一
八
九
五
年
五
月
一
日
、
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
。
そ
の
一
一
日
後
で
あ

る
、
五
月
一
二
日
に
親
睦
会
が
結
成
さ
れ
、
評
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
留
学
生
団
体
が
こ
の
よ
う
に
迅
速
に
組
織
で
き
た
の

は
、
古
参
の
留
学
生
の
助
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
尹
致
旿
、
魚
允
迪
、
李
秉
武
、
朴
羲
秉
ら

が
先
に
留
学
を
し
て
お
り
、
新
来
留
学
生
の
東
京
到
着
の
際
に
は
「
大
朝
鮮
国
諸
生
同
窓
学
会
」
と
書
か
れ
た
旗
を
振
っ
て
出
迎

え
て
（
13
）

い
た
。『
読
売
新
聞
』
に
は
、
こ
の
団
体
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

目
下
我
邦
に
在
留
す
る
朝
鮮
人
は
同
国
人
の
親
睦
を
厚
ふ
し
疾
病
困
苦
相
救
護
す
る
約
束
に
て
今
度
大
朝
鮮
国
諸
生
同
遊
学

会
な
る
も
の
を
創
設
し
、
允
致
杲
を
会
頭
に
推
挙
し
金
公
使
韓
訳
官
其
他
は
名
誉
賛
成
員
若
く
は
評
議
員
等
に
推
薦
せ
し
と

（
14
）

云
ふ
。

こ
こ
で
は
「
大
朝
鮮
国
諸
生
同
窓
学
会
」
が
「
大
朝
鮮
国
諸
生
同
遊
学
会
」
と
な
っ
て
い
る
。
允
致
杲
は
尹
致
旿
の
誤
り
で
あ

ろ
う
。
金
公
使
は
金
思
純
の
こ
と
で
代
理
公
使
、
韓
訳
官
は
韓
永
源
を
指
す
。
つ
ま
り
、
大
勢
の
留
学
生
が
渡
日
す
る
の
に
合
わ

せ
て
、
古
参
の
留
学
生
が
団
体
の
結
成
を
計
画
し
、
す
で
に
尹
致
旿
を
会
頭
に
推
挙
し
、
名
誉
賛
成
員
、
評
議
員
な
ど
の
役
職
も

決
ま
っ
て
い
た
。

親
睦
会
結
成
に
あ
た
り
、
実
際
に
評
議
員
に
選
ば
れ
た
の
は
〈
表
一
〉
の
人
物
で
あ
っ
た
。
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先
行
研
究
で
も
、
評
議
員
選
出
に
つ
い
て
言
及
が
あ
（
15
）

る
が
、
踏
み
込

ん
だ
考
察
を
し
て
い
な
い
。
大
方
古
参
留
学
生
が
上
位
を
占
め
て
お

り
、
団
体
結
成
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
韓
永
源
は
留

学
生
で
は
な
い
が
、
オ
ブ
サ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
新
来
留
学
生
で
あ
る
申
海
永
が
古
参
の
留
学
生
を
抑
え
最
高
点
で
選

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
古
参
留
学
生
で
あ
る
洪
奭
鉉
が
相
当
に
低
い

点
数
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
は
留
学
生
か
ら
高
い
支
持

を
得
た
申
海
永
と
、
古
参
留
学
生
の
中
心
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
れ
た
洪
奭

鉉
を
中
心
に
留
学
生
の
派
閥
形
成
を
探
っ
て
い
く
。

洪
奭
鉉
か
ら
述
べ
れ
ば
、
彼
は
甲
午
改
革
期
に
お
け
る
留
学
生
の
中
で
は
最
初
期
の
学
生
で
あ
っ
た
。
一
八
九
四
年
四
月
八
日

付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
彼
は
京
城
日
語
学
校
の
生
徒
で
あ
り
、
秀
才
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
ひ
そ
か
に
仁
川
に
下
り

日
本
軍
艦
を
見
物
し
た
と
こ
ろ
、
朝
鮮
官
人
の
疑
惑
を
受
け
て
叛
逆
の
念
あ
り
と
し
て
同
校
を
放
逐
さ
れ
た
。
洪
奭
鉉
は
奮
然
と

し
て
所
有
品
を
売
却
、
旅
費
を
準
備
し
、
断
髪
し
て
三
月
三
一
日
出
帆
の
伊
勢
丸
に
搭
乗
し
て
日
本
に
渡
っ
た
。
記
事
で
は
、
ま

だ
東
京
に
到
着
し
て
お
ら
ず
、「
一
種
の
専
門
学
を
修
む
る
」
予
定
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
伝
え
て
（
16
）

い
る
。
そ
の
後
、
一
八
九
四
年

内
に
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
に
入
学
（
17
）

し
た
。
一
二
月
に
は
中
島
安
邦
が
神
田
の
雲
陽
小
学
校
内
に
朝
鮮
語
学
会
を
設

立
し
、
洪
奭
鉉
を
教
師
と
し
て
招
聘
し
て
（
18
）

い
る
。
ま
た
一
八
九
五
年
二
月
に
は
、
麹
町
区
の
明
治
議
会
内
に
朝
鮮
語
研
究
会
が
設

立
さ
れ
、
そ
の
教
師
に
招
聘
さ
（
19
）

れ
た
。
一
八
九
四
年
八
月
二
一
日
印
刷
二
八
日
発
行
で
博
文
館
か
ら
『
新
撰
朝
鮮
会
話
』
を
刊
行

し
て
い
る
こ
と
も
目
を
引
く
。

〈表一〉 親睦会評議員選挙得票数

得票

110
108
103
88
60
46
45
39
38
35
35
30

出典：『親睦会会報』1、1896年 2月、96～
97頁

生年

1870
1869
1868
1872
1864
1873
1871
1869
1868
1872
1871
1871

新旧

新
旧
旧
旧
旧
旧
ー
新
新
新
新
新

姓名

申海永
尹致旿
魚允迪
朴義秉
李秉武
洪奭鉉
韓永源
魚瑢善
金鎔済
趙斉桓
安衡中
張台煥
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つ
ま
り
洪
奭
鉉
は
、
対
日
感
情
の
厳
し
い
一
八
九
四
年
三
月
の
時
点
で
、
単
身
で
日
本
に
渡
り
東
京
専
門
学
校
に
入
学
す
る
一

方
、
教
師
と
し
て
も
活
動
し
、
出
版
も
行
な
っ
た
、
よ
っ
て
留
学
以
前
か
ら
相
当
の
語
学
力
も
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

申
海
永
は
、
留
学
以
前
、
師
範
学
校
の
「
助
教
授
」
で

（
20
）

あ
っ
た
。
師
範
学
校
は
一
八
九
四
年
一
〇
月
一
六
日
に
京
城
校
洞
で
開

学
（
21
）

し
た
。「
教
授
」
は
五
六
歳
の
鄭
雲
�
で
あ
っ
た
。
申
海
永
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
前
の
経
歴
が
史
料
上
明
白
で
は
な
く
、
先

行
研
究
も
こ
れ
以
上
の
情
報
を
見
出
し
て
い
な
い
。
し
か
し
手
が
か
り
と
し
て
、
一
二
月
一
四
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
「
師

範
学
校
は
城
内
校
洞
に
在
り
目
下
夜
学
と
し
教
師
は
日
語
学
校
助
教
師
安
泳
中
氏
及
同
学
校
生
徒
一
名
に
し
て
真
に
名
実
相
副

（
か
な
）
は
ざ
る
も
の
な
（
22
）

り
と
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
師
範
学
校
の
教
師
は
実
力
が
物
足
り
な
い
と
い
う

否
定
的
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
教
師
が
日
語
学
校
助
教
師
安
泳
中
と
日
語
学
校
生
徒
で
あ
る
と
い
う
情
報

で
あ
る
。
安
泳
中
も
日
語
学
校
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
語
学
校
生
徒
が
五
六
歳
の
鄭
雲
�
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

よ
っ
て
こ
の
生
徒
は
当
時
「
助
教
授
」
だ
っ
た
申
海
永
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

申
海
永
は
、
史
料
か
ら
明
白
な
経
歴
を
た
ど
れ
な
い
こ
と
か
ら
名
門
の
生
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後

の
活
動
か
ら
推
し
て
み
る
と
、
彼
は
秀
才
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
師
範
学
校
の
「
助
教
授
」
に
抜
擢
さ
れ
た
の
も
、
門
地
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
能
力
を
買
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二

日
語
学
校
と
留
学
生
の
選
抜
問
題

申
海
永
が
日
語
学
校
出
身
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
申
海
永
と
洪
奭
鉉
は
日
語
学
校
で
共
に
学
ん
だ
間
柄
で
あ
り
、
留
学
以
前
か

ら
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
留
学
生
の
な
か
に
日
語
学
校
出
身
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
で
は
留
学
生

甲午改革期渡日朝鮮人留学生の人脈形成と社会進出
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と
日
語
学
校
の
関
連
性
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
て
い
な
い
。
日
語
学
校
に
つ
い
て
は
稲
葉
継
雄
が
体
系
的
な
研
究
を
出
し
て
い
る

も
（
23
）

の
の
、
甲
午
改
革
以
前
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察
が
及
ん
で
い
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
日
語
学
校
に
も
触
れ
な
が
ら
、

留
学
生
の
選
抜
問
題
を
見
て
い
く
。

京
城
日
語
学
校
は
一
八
九
一
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
在
籍
学
生
の
全
貌
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
一
八
九
四
年
一
月

三
一
日
付
『
読
売
新
聞
』
の
報
道
に
よ
る
と
、
こ
の
当
時
の
在
籍
学
生
は
一
八
九
一
年
秋
開
校
時
入
学
生
（
甲
級
）
が
安
泳
中
他

八
名
、
一
八
九
二
年
冬
入
学
生
（
乙
級
）
が
高
羲
駿
他
一
三
名
、
合
計
二
三
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
八
九
四
年
一
二
月
六
日
付

『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
、「
日
本
語
の
学
校
は
従
来
の
日
本
語
学
校
を
日
語
学
校
と
改
称
し
て
本
月
一
日
よ
り
開
設
し
た
る
が
其

教
師
は
永
島
嵒
次
郎
、
助
教
師
は
学
務
衙
門
主
事
安
泳
中
（
前
日
本
語
学
校
卒
業
生
）
に
し
て
生
徒
四
十
名
あ
り
」
と
（
24
）

あ
る
。
つ

ま
り
、
一
年
以
上
在
籍
の
生
徒
二
三
名
の
ほ
か
に
、
二
〇
名
ほ
ど
の
初
学
者
（
お
そ
ら
く
丙
級
）
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

日
語
学
校
生
徒
の
う
ち
、
朴
基
駿
、
李
龍
在
、
姜
璟
煕
、
高
羲
駿
、
玄
公
廉
、
慎
順
晠
の
六
人
が
一
八
九
四
年
冬
に
日
本
人
の

斡
旋
に
よ
り
留
学
し
た
こ
と
は
、
別
稿
で
す
で
に
指
摘
（
25
）

し
た
。
そ
し
て
他
の
日
語
学
校
生
徒
も
多
く
が
留
学
を
希
望
し
た
よ
う
で

あ
り
、「
去
月
中
熊
本
な
る
九
州
学
院
の
企
望
に
因
り
日
語
学
校
の
生
徒
二
人
を
同
学
院
に
送
り
し
や
、
取
り
残
さ
れ
た
る
同
級

生
等
慙
憤
自
ら
禁
ぜ
ず
教
師
に
向
て
切
に
衷
情
を
訴
ふ
る
様
は
現
に
予
の
目
撃
す
る
所
」
と
報
道
さ
れ
て
（
26
）

い
る
。
ま
た
四
月
一
〇

日
付
に
は
「
今
度
朝
鮮
政
府
に
於
て
日
語
学
校
よ
り
秀
才
の
学
生
六
十
名
を
抜
擢
し
日
本
に
留
学
せ
し
む
る
筈
に
て
李
公
使
と
共

に
十
五
日
頃
出
発
来
朝
す
る
由
な
る
が
、
其
内
咸
鏡
道
の
学
生
三
十
名
は
武
官
と
な
す
筈
に
て
之
を
教
導
団
に
入
れ
士
官
学
校
に

入
学
せ
し
む
べ
し
と
云
ふ
」
と
い
う
報
道
が
見
（
27
）

え
る
。
し
か
し
留
学
生
の
選
抜
が
杜
撰
で
あ
っ
た
（
28
）

た
め
、
一
部
の
生
徒
は
留
学
で

き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
留
学
生
試
験
に
つ
い
て
「
何
故
か
高
点
者
を
落
撰
せ
し
め
て
落
点
者
を
当
撰
せ
し
者
多

き
は
不
平
の
声
囂
々
（
29
）

た
り
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
時
事
新
報
』
は
、
留
学
生
の
ク
ラ
ス
分
け
で
甲
級
に
組
ま
れ
た
者
一
二
名
の
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う
ち
、
三
名
は
昨
年
入
学
生
、
九
名
は
京
城
日
語
学
校
の
二
年
生
で
あ
る
と
伝
え
た
。
そ
の
九
人
と
は
金
重
漢
、
卞
志
琓
、
金
允

求
、
張
明
根
、
朴
正
善
、
趙
元
奎
、
金
東
完
、
劉
文
相
、
呉
亭
根
で
（
30
）

あ
る
。
こ
の
九
人
に
含
ま
れ
な
い
金
鴻
南
、
安
昌
善
も
日
語

学
校
出
身
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
日
語
学
校
一
年
生
で

（
31
）

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ひ
と
月
遅
れ
て
六
月
に
留
学
し
た
二
六
名
の
留
学
生
の

う
ち
、
金
益
南
、
朴
正
銑
は
日
語
学
校
出
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
（
32
）

き
る
。
よ
っ
て
日
語
学
校
生
徒
の
う
ち
少
な
く
と
も
二

（
33
）

一
名
は
渡
日
留
学
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
申
海
永
が
「
助
教
授
」
を
務
め
た
師
範
学
校
、
及
び
師
範
学
校
附
属
小
学
校
出
身
の
留
学
生
と
し
て
金
鎔
済
、
朴
叙

陽
、
金
教
先
、
魚
潭
の
四
名
が
確
認
で
（
34
）

き
る
。
他
に
官
員
に
な
ら
な
か
っ
た
者
、
あ
る
い
は
履
歴
書
の
残
っ
て
い
な
い
者
で
日
語

学
校
出
身
者
、
あ
る
い
は
師
範
学
校
、
附
属
小
学
校
出
身
者
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

と
も
か
く
も
日
語
学
校
、
師
範
学
校
、
附
属
小
学
校
を
通
じ
て
ソ
ウ
ル
在
住
の
一
部
の
留
学
生
た
ち
は
留
学
以
前
か
ら
交
流
が

あ
っ
た
。
申
海
永
は
留
学
以
前
か
ら
日
語
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
、
あ
る
い
は
師
範
学
校
の
先
生
と
し
て
人
望
を
得
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
、
そ
れ
が
親
睦
会
結
成
の
役
員
選
挙
で
ト
ッ
プ
の
人
気
を
得
た
理
由
と
推
察
さ
れ
る
。

三

申
海
永
と
洪
奭
鉉
の
対
立

洪
奭
鉉
は
留
学
生
と
し
て
は
最
も
古
参
で
あ
っ
た
が
、
親
睦
会
結
成
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
親
睦
会

の
記
録
で
も
、「
先
に
留
学
員
尹
致
旿
、
魚
允
迪
、
朴
羲
秉
、
李
秉
武
、
及
び
本
公
使
書
記
生
韓
永
源
諸
氏
は
本
政
府
派
遣
の
学

員
が
来
る
の
を
聞
き
、
親
睦
会
を
立
て
る
こ
と
を
議
論
し
た
」
と
あ
（
35
）

る
が
、
そ
こ
に
洪
奭
鉉
の
名
は
な
い
。〈
表
一
〉
に
見
る
よ

う
に
、
評
議
員
選
挙
で
も
古
参
の
留
学
生
の
な
か
で
は
得
票
数
が
最
も
低
か
っ
た
。
し
か
し
洪
奭
鉉
は
親
睦
会
の
活
動
に
は
積
極

甲午改革期渡日朝鮮人留学生の人脈形成と社会進出

207



的
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
七
月
一
三
日
に
は
事
務
員
と
し
て
特
別
賛
成
員
簿
を
担
当
し
て
（
36
）

い
る
。
新
聞
で
は
留
学
生
団
体
の
結

成
を
報
じ
て
「
韓
人
洪
奭
鉉
（
大
江
恭
次
郎
）
氏
自
ら
朝
野
諸
名
士
を
訪
問
し
て
賛
襄
を
需
め
つ
つ
あ
り
」
と
伝
え
て
（
37
）

い
る
。

一
八
九
六
年
二
月
、
露
館
播
遷
で
留
学
生
た
ち
が
動
揺
す
る
さ
な
か
、
二
月
二
八
日
に
留
学
生
の
う
ち
林
炳
亀
、
李
範
寿
、
金

憲
植
、
安
禎
植
、
呂
炳
鉉
、
李
廈
栄
の
六
人
が
親
睦
会
会
費
を
盗
ん
で
渡
米
す
る
事
件
が
発
生
す
る
。
こ
の
事
件
の
責
任
を
取
る

形
で
会
長
魚
允
迪
は
辞
任
し
、
四
月
二
六
日
、
洪
奭
鉉
は
選
挙
を
通
じ
て
臨
時
会
長
に
な
っ
た
。
臨
時
会
長
と
な
っ
た
洪
奭
鉉
は

翌
日
、
再
び
選
挙
を
行
な
う
こ
と
を
提
議
し
、
二
八
日
、
臨
時
会
で
正
式
に
会
長
に
選
出
さ
れ
る
一
方
、
副
会
長
申
海
永
は
解
任

さ
れ
、
安
衡
中
が
就
任
し
た
。
し
か
し
、
洪
奭
鉉
の
運
営
に
不
満
が
起
こ
り
、
一
一
月
一
五
日
、
会
長
に
申
海
永
、
副
会
長
に
魚

瑢
善
が
選
ば
れ
、
洪
奭
鉉
は
半
年
で
再
び
主
導
権
を
奪
わ
（
38
）

れ
た
。
申
海
永
と
洪
奭
鉉
の
対
立
は
以
上
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
で
鮮
明

に
な
る
が
、
そ
の
過
程
で
留
学
生
の
も
う
一
つ
の
団
体
で
あ
る
日
韓
倶
楽
部
が
現
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

日
韓
倶
楽
部
は
一
八
九
六
年
一
〇
月
に
東
京
専
門
学
校
で
発
足
（
39
）

し
た
。
こ
の
時
期
は
留
学
生
が
慶
應
義
塾
を
卒
業
し
、
彼
ら
の

う
ち
の
何
人
か
が
東
京
専
門
学
校
に
入
学
し
た
時
期
と
重
な
る
。
こ
の
団
体
は
東
京
専
門
学
校
の
学
生
と
朝
鮮
留
学
生
の
交
流
を

目
的
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
会
員
は
学
校
を
問
わ
ず
入
会
を
許
可
し
た
。
参
加
者
は
地
方
会
員
を
含
め
る
と
百
名
ほ
ど
で

あ
り
、
例
会
参
加
者
は
三
〇
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
韓
国
人
参
加
者
と
し
て
確
認
で
き
る
者
は
、
洪
奭
鉉
、
鄭
寅
昭
、

尹
星
求
、
李
寅
植
、
劉
文
相
、
安
明
善
、
朴
太
緒
、
安
慶
善
、
金
大
煕
、
愼
順
晠
、
姜
龍
甲
、
禹
泰
鼎
で
あ
る
。
活
動
は
主
に
茶

菓
を
囲
ん
だ
親
睦
会
で
あ
っ
た
が
、
演
説
や
講
師
を
招
請
し
た
講
演
会
な
ど
も
開
か
れ
た
。

日
韓
倶
楽
部
が
発
足
し
た
一
八
九
六
年
一
〇
月
に
親
睦
会
も
事
務
所
を
東
京
専
門
学
校
に
移
し
て
（
40
）

い
る
。
し
か
し
、『
親
睦
会

会
報
』
に
は
日
韓
倶
楽
部
に
関
す
る
記
事
が
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
親
睦
会
と
日
韓
倶
楽
部
と
の
間
に
関
連
性
が
な
い
こ
と
を
示

唆
す
る
。
申
海
永
と
洪
奭
鉉
と
の
対
立
が
親
睦
会
内
に
お
け
る
洪
奭
鉉
の
失
権
で
決
着
し
た
後
、
洪
奭
鉉
は
日
韓
倶
楽
部
を
中
心
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に
活
動
し
て
い
た
。
そ
し
て
二
人
の
対
立
が
く
す
ぶ
る
な
か
、
一
八
九
七
年
五
月
三
日
、『
読
売
新
聞
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が

掲
載
さ
れ
る
。

目
下
我
邦
に
滞
在
中
な
る
亡
命
韓
客
等
は
二
派
に
分
れ
て
軋
轢
是
れ
事
と
し
互
に
排
擠
せ
ん
と
す
る
形
跡
あ
る
は
心
あ
る
者

申

の
窃
に
慨
歎
す
る
所
な
る
が
、
今
其
真
相
を
聞
く
に
甲
は
義
和
宮
、
朴
泳
孝
、
禹
範
善
、
李
圭
完
、
卓
応
熙
、
劉
世
南
等
の

一
派
に
し
て
義
和
宮
、
朴
泳
孝
を
中
心
と
し
、
乙
は
李
埈
鎔
、
兪
吉
濬
、
趙
羲
淵
、
張
博
、
李
斗
璜
の
徒
に
し
て
李
埈
鎔
之

が
牛
耳
を
執
り
、
互
に
他
を
罵
詈
攻
撃
し
て
事
を
共
に
す
る
の
精
神
毫
末
之
れ
な
し
と
云
ふ
。
而
し
て
李
埈
鎔
の
一
派
は
自

由
党
の
松
田
正
久
氏
始
め
同
党
の
有
力
者
隠
然
之
を
扶
け
居
る
趣
に
て
殊
に
李
埈
鎔
は
祖
父
大
院
君
よ
り
資
金
を
取
寄
せ
留

学
生
に
金
圓
を
与
へ
之
を
味
方
と
な
さ
ん
と
勉
め
居
る
由
。
左
れ
ば
八
十
余
名
の
留
学
生
中
既
に
五
十
余
名
は
同
氏
の
幕
下

と
な
り
他
の
三
十
余
名
は
義
和
宮
派
な
り
と
（
41
）

云
ふ
。

留
学
生
ら
が
亡
命
者
と
組
ん
で
対
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
の
記
事
は
、
留
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
不
快
な
も
の
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
帰
国
後
の
身
辺
に
危
険
を
及
ぼ
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
親
睦
会
は
五
月
一
一
日
に
委
員
会
を
開
き
、
こ
の
記
事
の
取
消
を

新
聞
社
に
求
め
る
と
共
に
、
投
稿
者
の
調
査
を
行

（
42
）

な
っ
た
。
そ
の
間
、
五
月
一
六
日
付
『
国
民
新
聞
』
に
ま
た
も
や
次
の
よ
う
な

投
書
が
掲
載
さ
れ
た
。

朝
鮮
留
学
生
党
派
正
誤
及
委
員
会
決
議
。
不
偏
不
党
惟
我
学
生
中
党
派
之
談
実
為
無
根
之
説
故
限
十
日
以
撰
新
紙
上
誣
著
者

者
未
捜
其
源
則
至
於
裁
判
而
以
■
■
■
迪
弊
也
。
然
至
逐
於
李
埈
鎔
氏
以
義
牛
耳
之
説
豈
我
■
■
哉
。
李
公
子
以
我
東
洋
英
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雄
大
院
君
之
孫
也
。
其
容
観
壮
恵
可
成
不
及
之
王
覇
也
矣
。
然
坐
其
聞
説
牛
耳
之
談
豈
不
憶
哉
豈
不
備
哉
。
今
決
捜
■
不
啻

以
慾
後
冒
勿
為
妨
害
於
埈
公
子
畢
境
為
覇
之
前
■
也
。
故
以
為
決
断
而
此
中
代
表
者
如
左

会
長
申
海
永

副
会
長
魚
瑢
善

其
他
評
議
員
六
名

幹
事
一
名

幹
督
（
43
）

一
名

こ
の
記
事
に
は
大
院
君
の
孫
李
埈
鎔
を
「
成
っ
て
及
ば
な
い
王
覇
也
」
と
皮
肉
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。
留
学
生
ら
は
す
ぐ

に
新
聞
社
に
抗
議
す
る
こ
と
に
（
44
）

決
し
、
翌
一
七
日
、
国
民
新
聞
社
を
訪
問
す
る
と
、
そ
の
投
書
の
差
出
人
が
「
申
海
永
」
と
な
っ

て
い
た
も
の
の
、
彼
の
筆
跡
で
は
な
い
こ
と
が
分
（
45
）

か
る
。
申
海
永
ら
は
五
月
二
四
日
、
慶
應
義
塾
大
広
間
に
て
臨
時
会
を
開
き
、

今
度
の
誹
謗
文
書
を
投
稿
し
た
の
は
洪
奭
鉉
と
鄭
寅
昭
で
あ
る
と
結
論
づ
け
、
二
人
を
除
名
処
分
に
し
た
。
洪
奭
鉉
が
読
売
新
聞

記
者
の
一
人
と
懇
意
に
し
て
い
た
こ
と
が
容
疑
の
一
つ
の
根
拠
に

（
46
）

な
っ
た
。
ま
た
、
国
民
新
聞
社
の
徳
富
蘇
峰
は
洪
奭
鉉
の
著
書

『
新
撰
朝
鮮
会
話
』
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
（
47
）

か
ら
、『
国
民
新
聞
』
掲
載
の
怪
文
書
の
出
処
と
洪
奭
鉉
と
の
関
連
性
も
疑
わ
れ

る
。洪

奭
鉉
は
こ
れ
に
対
し
『
読
売
新
聞
』
に
抗
議
の
投
稿
文
を
送
っ
て
（
48
）

い
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、「
余
は
我
国
の
将
来
に
有
望
な

る
留
学
生
諸
氏
が
事
実
無
根
の
事
を
捕
へ
来
り
て
余
を
中
傷
す
る
の
甚
だ
軽
率
な
る
は
賢
明
な
る
留
学
生
一
般
の
意
志
に
非
ら
ざ

る
を
信
ず
る
と
共
に
、
諸
氏
は
一
部
の
人
の
為
に
謬
ら
れ
た
る
な
き
や
と
疑
ふ
者
な
り
」
と
言
い
、
自
分
は
何
者
か
に
陥
れ
ら
れ

た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
こ
で
こ
の
事
件
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に
留
学
生
が
申
海
永
派
と
洪
奭
鉉
派
に
分
か
れ

て
争
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
に
亡
命
者
の
助
力
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
お
お
よ
そ
事
実
で
あ
ろ
う
。
亡
命
者
の

中
核
で
あ
る
朴
泳
孝
と
兪
吉
濬
は
共
に
留
学
生
派
遣
を
主
導
し
た
人
物
で
あ
り
、
留
学
生
の
幾
人
か
は
彼
ら
と
親
戚
関
係
に
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（
49
）

あ
っ
た
。
ま
た
、
鄭
喬
は
「
申
海
永
と
魚
瑢
善
の
二
人
は
日
本
で
兪
吉
濬
に
付
い
て
（
50
）

い
た
」
と
記
録
し
て
い
る
。

洪
奭
鉉
は
親
睦
会
で
主
導
権
を
握
れ
な
か
っ
た
た
め
、
東
京
専
門
学
校
で
設
立
し
た
日
韓
倶
楽
部
を
中
心
に
活
動
し
た
。
一

方
、
親
睦
会
は
申
海
永
一
派
を
中
心
に
運
営
さ
れ
た
た
め
、
日
韓
倶
楽
部
が
「
親
睦
会
日
記
」
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
親
睦
会
は
そ
の
後
、
活
動
が
停
止
し
た
が
、
後
身
と
し
て
帝
国
青
年
会
と
い
う
団
体
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
設
立
メ
ン
バ
ー

は
申
海
永
、
趙
斉
桓
、
張
燾
、
盧
伯
麟
、
元
応
常
、
康
永
祐
な
ど
で

（
51
）

あ
っ
た
。
帝
国
青
年
会
は
一
九
〇
三
年
ま
で
存
続
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
（
52
）

い
る
。
な
お
留
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
申
海
永
は
慶
應
義
塾
卒
業
後
、
大
蔵
省
で
実
習
を
行
な
い
、
一
八
九
八
年
一
〇
月
初

旬
に
帰
国
（
53
）

し
た
。

四

官
界
進
出
の
様
相

「
は
じ
め
に
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
朴
賛
勝
は
、
留
学
生
を
「
官
僚
志
向
的
で
あ
っ
た
」
と
し
、
日
露
戦
争
後
に
官
界
に
進

出
し
た
の
は
、
留
学
生
の
親
日
的
要
因
に
よ
る
も
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
結
論
を
再
考
し
て
お
き
た
い
。

朴
賛
勝
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
五
年
四
月
、
五
月
、
一
一
月
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
留
学
生
（
一
五
一
名
）
の
う
ち
、

帰
国
後
に
官
職
に
つ
い
た
者
は
六
〇
名
で
全
体
の
三
九
・
七
％
に
過
ぎ
ず
、
日
露
戦
争
以
前
に
官
職
に
つ
い
た
者
は
三
九
名
（
二

五
・
八
％
）
で

（
54
）

あ
っ
た
。
こ
の
数
字
を
見
て
、
朴
賛
勝
は
、「
大
韓
帝
国
の
政
府
が
留
学
生
出
身
を
警
戒
」
し
て
い
た
た
め
に
、

日
露
戦
争
以
前
に
留
学
生
た
ち
は
官
職
に
つ
け
な
か
っ
た
と
説
明
（
55
）

す
る
。

確
か
に
留
学
生
の
官
吏
就
職
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
朴
賛
勝
の
い
う
よ
う
な
「
警
戒
」
の
た
め
で
は
な

く
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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第
一
に
、
就
職
先
に
空
席
が
な
か
っ
た
。
留
学
生
と
し
て
最
も
早
く
大
学
を
卒
業
し
た
洪
奭
鉉
に
つ
い
て
、
学
部
は
法
部
に
照

会
し
就
職
を
斡
旋
し
た
が
、
法
部
は
国
内
の
法
律
学
校
卒
業
生
の
席
を
確
保
す
る
こ
と
も
困
難
な
状
態
で
あ
り
、
政
治
学
を
学
ん

だ
洪
奭
鉉
を
法
部
で
受
け
入
れ
る
需
要
が
な
い
と
拒
否
し
た
こ
と
が
報
道
で
伝
え
ら
れ
て
（
56
）

い
る
。
成
均
館
儒
生
に
お
い
て
も
就
職

先
が
な
い
と
い
う
問
題
が
起
き
て
（
57
）

い
る
。
学
生
の
就
職
問
題
は
留
学
生
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
留
学
生
が
官
職
を
好
ま
な
か
っ
た
。
留
学
生
の
う
ち
、
官
員
に
任
命
さ
れ
て
も
「
依
願
免
本
官
」
と
し
て
仕
官
し
な

い
者
が
い
た
。
本
稿
の
調
査
で
は
一
三
人
が
確
認
で
（
58
）

き
る
。
朴
賛
勝
の
い
う
よ
う
に
留
学
生
が
官
僚
志
向
的
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

積
極
的
な
行
動
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
留
学
生
自
身
が
官
員
に
採
用
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
記
録
は
、
政
府
資
料
に

も
新
聞
に
も
殆
ん
ど
探
し
出
せ
な
い
。
一
九
〇
五
年
五
月
に
韓
震
用
が
銓
考
請
願
書
を
提
出
し
た
の
が
唯
一
確
認
で
き
る
の
み
で

（
59
）

あ
る
。

第
三
に
、
官
吏
と
し
て
の
適
正
年
齢
の
問
題
で
あ
る
。
官
吏
任
用
を
研
究
し
た
鄭
求
先
に
よ
る
と
、
一
九
〇
五
年
五
月
か
ら
一

九
一
〇
年
一
月
、
す
な
わ
ち
日
露
戦
争
以
後
に
実
施
さ
れ
た
文
官
銓
考
試
験
合
格
者
及
び
一
九
〇
六
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た
法

官
銓
考
試
験
の
合
格
者
は
、
一
八
七
〇
年
代
生
ま
れ
が
中
心
で

（
60
）

あ
っ
た
。
留
学
経
験
者
も
ま
た
、
一
八
七
〇
年
代
生
ま
れ
が
中
心

で
（
61
）

あ
る
。
留
学
生
が
日
露
戦
争
以
後
に
官
界
に
進
出
し
た
の
は
、
年
齢
と
能
力
の
成
熟
に
よ
る
面
も
大
き
い
。

統
計
的
考
察
に
お
い
て
、
朴
賛
勝
は
、
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
渡
日
留
学
生
一
五
一
名
を
対
象
に
上
記
の
結
論
を
導
い
て
い

る
。
し
か
し
基
礎
課
程
で
あ
る
慶
應
義
塾
普
通
科
す
ら
中
途
退
学
し
た
者
を
政
府
が
進
ん
で
官
吏
に
採
用
す
る
道
理
は
（
62
）

な
い
。

よ
っ
て
調
査
は
慶
應
義
塾
普
通
科
卒
業
生
及
び
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
生
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
す
る
と
『
親
睦
会
会
報
』
に

記
録
さ
れ
て
い
る
慶
應
義
塾
普
通
科
卒
業
生
は
七
二
名
で
（
63
）

あ
り
、
王
�
植
と
厳
柱
日
は
高
等
学
校
に
進
学
、
尹
邦
鉉
は
官
庁
に
て

研
修
に
入
っ
た
た
め
、
卒
業
同
等
と
見
な
し
、
合
わ
せ
て
七
五
名
が
抽
出
で
（
64
）

き
る
。
ま
た
筆
者
の
調
査
で
は
、
慶
應
義
塾
に
入
学

212



し
て
い
な
い
留
学
生
で
、
高
等
学
校
あ
る
い
は
技
術
研
修
を
受
け
て
い
る
者
が
一
五
名
（
65
）

い
る
。
さ
ら
に
成
城
学
校
に
入
学
し
て
士

官
候
補
生
と
な
っ
た
者
一
（
66
）

三
名
は
統
計
か
ら
除
外
す
る
。
成
城
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、
学
費
の
支
給
元
が
学
部
か
ら
軍
部
に

移
っ
て
い
る
こ
と
と
、
軍
人
の
出
世
コ
ー
ス
は
必
ず
任
官
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
（
67
）

あ
る
。
よ
っ
て
残
っ
た
七
七
名
を
対
象
に

し
て
統
計
を
取
り
直
す
と
、
六
六
名
（
七
七
名
に
対
し
八
五
・
（
68
）

七
％
）
が
官
員
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
日
露
戦
争
前
に
限
っ
て
も

四
一
名
（
五
三
・
（
69
）

二
％
）
が
官
員
に
任
命
さ
れ
て
（
70
）

い
る
。
政
府
が
大
学
卒
業
を
確
認
し
た
留
学
生
に
限
定
す
れ
ば
、
二
（
71
）

三
名
全
員

が
官
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
政
府
が
中
途
退
学
者
を
官
員
に
採
用
し
な
か
っ
た
た
め
、
全
体
と
し
て
採
用
率
が
低
い
よ
う
に
見

え
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
能
力
の
あ
る
留
学
生
は
適
宜
採
用
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
政
府
が
留
学
生
を
忌
避
し
た
と
い
う
指
摘
は

当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
留
学
経
験
者
は
「
依
願
免
本
官
」
で
仕
官
を
拒
否
し
、
あ
る
い
は
積
極
的
に
登
用
を
申
し
出
る
こ
と
を

し
な
か
っ
た
。
留
学
生
の
関
心
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

五

独
自
の
自
強
運
動

留
学
生
た
ち
は
一
八
九
六
年
冬
に
は
全
員
慶
應
義
塾
普
通
科
を
卒
業
（
72
）

し
た
。
卒
業
生
は
職
業
訓
練
を
受
け
、
ま
た
年
少
の
者
は

大
学
な
ど
に
進
学
し
た
が
、
早
い
者
は
一
八
九
七
、
八
年
に
は
帰
国
し
た
。
こ
の
時
期
の
朝
鮮
は
独
立
協
会
運
動
が
た
け
な
わ
で

あ
り
、
政
権
参
与
を
主
張
す
る
独
立
協
会
と
そ
れ
を
抑
え
よ
う
と
す
る
勤
王
派
と
の
対
立
が
激
化
し
て
（
73
）

い
た
。

親
睦
会
は
『
親
睦
会
会
報
』
を
独
立
協
会
に
寄
贈
し
て
お
り
、
独
立
協
会
も
そ
れ
に
対
し
て
『
独
立
新
聞
』
の
「
論
説
」
な
ど

で
書
評
を
加
え
て
称
賛
し
て
（
74
）

い
る
。
ま
た
留
学
生
南
舜
煕
、
安
明
善
、
安
昌
善
が
『
大
朝
鮮
独
立
協
会
会
報
』
に
寄
稿
し
て

（
75
）

お
り
、
申
海
永
が
『
親
睦
会
会
報
』
第
二
号
に
掲
載
し
た
「
漢
文
字
と
国
文
字
の
損
益
如
何
」
が
『
大
朝
鮮
独
立
協
会
会
報
』
に
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転
載
さ
（
76
）

れ
た
。
独
立
協
会
に
寄
付
し
た
留
学
生
も
確
認
で
（
77
）

き
る
。
独
立
協
会
の
青
年
部
と
も
い
え
る
協
成
会
、
そ
の
協
成
会
の
母

体
で
あ
る
培
材
学
堂
と
留
学
生
の
繋
が
り
も
確
認
で
（
78
）

き
る
。

一
方
、
留
学
経
験
者
は
独
立
協
会
と
協
調
し
つ
つ
も
、
別
に
活
動
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
九
八
年
五
月
二
五
日
執
筆
六
月
三

日
付
『
時
事
新
報
』
は
「
李
秉
武
、
魚
允
迪
等
の
主
唱
に
成
れ
る
進
明
会
あ
り
」
と
伝
え
て
（
79
）

い
る
。
李
秉
武
、
魚
允
迪
と
も
に
留

学
経
験
者
で
あ
る
。
進
明
会
は
独
立
協
会
と
親
和
し
て
万
民
共
同
会
に
合
流
し
た
。
一
方
、
申
海
永
、
魚
瑢
善
は
独
立
協
会
と
対

立
す
る
皇
国
協
会
に
参
加
（
80
）

し
た
。
そ
の
後
、
二
人
は
万
民
共
同
会
に
合
流
し
、
一
一
月
一
五
日
に
総
代
委
員
と
し
て
姜
賛
と
共
に

政
府
に
意
見
書
を
提
出
し
て
（
81
）

い
る
。
独
立
協
会
は
一
八
九
八
年
一
二
月
に
解
散
さ
せ
ら
れ
、
以
後
、
韓
国
内
に
お
い
て
日
露
戦
争

後
ま
で
主
だ
っ
た
団
体
活
動
は
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
。

日
露
戦
争
以
後
、
雨
後
の
筍
の
ご
と
く
発
生
す
る
団
体
活
動
は
、
愛
国
啓
蒙
運
動
、
あ
る
い
は
自
強
運
動
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
な
れ
ば
、
留
学
生
た
ち
も
ほ
と
ん
ど
が
帰
国
し
て
い
る
。
自
強
運
動
時
期
、
留
学
経
験
者
が
参
加
し
た
団
体
を
整
理

す
れ
ば
、〈
表
二
〉
の
通
り
で
あ
る
。

表
に
上
げ
た
団
体
は
、
自
強
運
動
団
体
の
主
な
る
も
の
で
留
学
経
験
者
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
団
体
の
う
ち
、
西
北
学

会
、
湖
南
学
会
、
畿
湖
興
学
会
、
嶠
南
教
育
会
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
一
進
会
及
び
大
韓
自
強
会

（
後
に
大
韓
協
会
）
は
代
表
的
な
政
治
志
向
団
体
で
あ
る
。
大
東
学
会
は
儒
教
振
興
を
目
的
と
す
る
団
体
、
法
学
協
会
は
法
律
研

究
を
目
的
と
し
た
学
術
組
織
、
工
業
研
究
会
は
工
業
伝
習
所
の
学
生
た
ち
の
設
立
に
よ
る
も
の
で
、
賛
成
員
と
し
て
社
会
人
が
参

加
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
留
学
経
験
者
の
多
く
が
参
加
し
て
い
る
大
韓
倶
楽
部
で
あ
ろ
う
。

大
韓
倶
楽
部
は
、
一
九
〇
五
年
九
月
二
四
日
に
東
小
門
外
新
興
寺
で
外
国
留
学
経
験
者
の
提
議
に
よ
り
、
六
〇
余
名
が
集
ま
っ

て
結
成
さ
れ
た
団
体
で
（
82
）

あ
る
。
発
起
人
は
、
洪
在
祺
、
厳
柱
日
、
李
冕
宇
、
柳
東
説
、
張
燾
、
金
祥
演
、
朴
斗
栄
、
申
海
永
、
石
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〈
表
二
〉
渡
日
留
学
経
験
者
の
自
強
運
動
団
体
参
加
調
査

3／1
名

39／4
名

10／8
名

7／9
名

1
名

10／4
名

23／7
名

2
名

11
名

10／1
名

出
典
：『
畿
湖
興
学
会
月
報
』『
大
韓
自
強
会
月
報
』『
大
韓
協
会
会
報
』『
西
友
』『
西
北
学
会
月
報
』『
嶠
南
教
育
会
月
報
』『
湖
南
学
報
』『
大
東
学
会
月
報
』『
大
韓

俱
楽
』『
工
業
界
』『
元
韓
国
一
進
会
歴
史
』（
文
明
社
，
1911

年
）。
調
査
対
象
は
慶
應
義
塾
普
通
科
卒
業
者
。「
／
」
の
後
ろ
は
参
考
と
し
て
中
途
帰
国
者
。

ま
た
（
）
に
は
職
責
、
寄
稿
事
実
な
ど
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
。
史
料
上
、
姓
名
が
正
確
に
一
致
し
な
い
が
、
当
人
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
場
合
、「
？
」

を
付
し
た
。

張
憲
植
（
自
衛
団
援
護
会
会
長
）
金
教
興
（
大
皇
帝
陛
下
即
位
慶
祝
会
場
委
員
）
李
熙
斗
（
忠
清
北
道
支
部
会
長
）
／
張

東
煥
（
評
議
員
）

権
鳳
洙
（
評
議
員
）
金
寛
鉉
（
収
金
委
托
員
）
金
教
興
金
東
完
金
明
集
�
祥
演
（
懇
親
会
発
起
人
）
金
相
淳
金
鎔
済

（
賛
成
金
請
求
委
員
）
金
允
求
（
�
�
求
）
金
益
南
金
羲
善
朴
晩
緒
申
佑
善
（
編
纂
員
）
申
海
永
（
�
時
部
長
）
安
昌
善

魚
潭
魚
瑢
善
（
部
長
）
魚
允
迪
（
賛
成
金
請
求
委
員
）
厳
柱
日
（
懇
親
会
発
起
人
）
元
応
常
（
編
纂
員
）
劉
文
煥
（
評
議

員
）
尹
邦
鉉
尹
致
晠
李
冕
宇
（
評
議
員
）
李
憲
珪
�
在
徳
張
燾
（
評
議
員
）
張
憲
植
（
収
金
委
托
員
）
鄭
寅
韶
趙
斉

桓
（
評
議
員
）
秦
熙
成
（
陳
熙
星
？
）
崔
相
敦
崔
奎
翼
河
允
泓
韓
震
用
玄
槶
扈
根
奭
（
扈
根
錫
）
洪
奭
鉉
洪
仁
杓
／

朴
叙
陽
呂
炳
鉉
（
�
時
会
長
）
李
源
昇
張
烋

魚
瑢
善
（
総
務
）
禹
泰
鼎
鄭
在
淳
金
鴻
鎮
金
東
圭
朴
完
緒
安
明
善
（
安
国
善
）
李
周
煥
崔
万
達
李
正
熙
／
朴
廷
秀

呂
炳
鉉
（
評
議
員
）
李
謹
相
（
李
瑾
相
？
）
呉
亨
根
（
海
州
支
会
評
議
員
）
李
圭
三
李
儒
晳
李
在
夏
李
鍾
華

金
祥
演
金
亨
燮
（
評
議
員
）
金
羲
善
（
評
議
員
）
李
寅
植
李
正
熙
（
价
川
郡
支
会
評
議
員
）
韓
鳳
羲
（
韓
鳳
儀
）
韓
震

用
／
金
敬
済
（
本
会
代
表
敢
述
意
見
賛
同
者
）
金
錫
胤
金
正
壎
呂
炳
鉉
呉
亨
根
尹
基
周
李
謹
相
（
李
瑾
相
？
）
李
在

夏
（
价
川
郡
支
会
評
議
員
）
張
東
煥
（
長
淵
郡
支
会
評
議
員
）

洪
仁
杓

金
大
熙
（
寄
稿
）
金
東
完
（
評
議
員
）
金
祥
演
徐
廷
岳
（
賛
務
員
）
申
海
永
（
評
議
員
）
魚
瑢
善
元
応
常
兪
承
兼
（
寄

稿
）
李
憲
珪
洪
仁
杓
（
寄
稿
）
／
朴
叙
陽
徐
丙
吉
李
鍾
華
曺
秉
集

権
鳳
洙
（
賛
務
員
）
権
承
禄
（
賛
務
員
）
金
教
先
（
賛
務
員
）
金
教
興
（
洪
州
郡
支
会
評
議
員
）
金
大
熙
（
寄
稿
）
金
益
南
（
賛

務
員
）
金
鴻
南
（
賛
務
員
）
朴
晩
緒
安
国
善
（
月
報
著
述
員
）
魚
瑢
善
（
評
議
員
）
魚
允
迪
（
評
議
員
）
元
応
常
兪
承
兼
（
評

議
員
）
劉
文
煥
（
賛
務
員
）
尹
致
晠
（
賛
務
員
）
李
冕
宇
（
評
議
員
）
李
熙
斗
（
賛
務
員
）
張
燾
（
評
議
員
）
張
憲
植
（
評
議
員
）

趙
斉
桓
（
賛
務
員
）
崔
相
敦
（
賛
務
員
）
韓
万
源
（
賛
務
員
）
玄
槶
（
畿
湖
学
校
任
員
教
師
）
／
金
星
圭
徐
丙
吉
（
月
報
著

述
員
）
呂
炳
鉉
（
評
議
員
）
李
圭
三
（
賛
務
員
）
李
源
昇
（
賛
務
員
）
李
鍾
華
（
寄
稿
）
李
哲
宇
（
賛
務
員
，
李
喆
宇
？
）

卞
国
璿
金
鴻
鎮

�
祥
演
（
評
議
員
）
朴
晩
緒
申
佑
善
安
国
善
兪
承
兼
（
評
議
員
）
兪
承
兼
（
評
議
員
）
劉
文
煥
（
評
議
員
）
李
冕
宇

（
評
議
員
）
張
燾
（
評
議
員
）
張
憲
植
（
会
長
）
鄭
寅
韶

権
鳳
洙
安
国
善
安
衡
中
兪
承
兼
尹
世
鏞
尹
致
晟
玄
槶
洪
仁
杓
尹
致
晠
李
熙
斗
／
呂
炳
鉉

一
進
会
（
1904.8）

大
韓
倶
楽
部
（
1905.9）

大
韓
自
強
会
／
大
韓
協
会

（
1906.4）

西
友
学
会
／
西
北
学
会

（
1906.1）

湖
南
学
会
（
1907.7）

大
東
学
会
（
1907.7）

畿
湖
興
学
会
（
1908.1）

嶠
南
教
育
会
（
1908.3）

法
学
協
会
（
1908.3）

工
業
研
究
会
（
1908.9）
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鎮
衡
、
柳
東
作
、
徐
丙
珪
、
申
佑
善
、
権
鳳
洙
、
兪
承
兼
、
李
甲
の
一
五
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
厳
柱
日
、
李
冕
宇
、
張
燾
、

金
祥
演
、
申
海
永
、
申
佑
善
、
権
鳳
洙
、
兪
承
兼
の
八
人
は
甲
午
改
革
期
の
留
学
経
験
者
で
（
83
）

あ
る
。
大
韓
倶
楽
部
の
結
成
式
に
つ

い
て
、『
皇
城
新
聞
』
は
「
誠
に
我
が
国
由
来
未
曾
有
の
一
大
盛
況
で
あ
っ
た
」
と
伝
え
て
（
84
）

い
る
。
未
曾
有
の
一
大
盛
況
だ
っ
た

か
は
と
も
か
く
、
大
韓
倶
楽
部
が
社
会
に
大
き
く
注
目
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
大
韓
倶
楽
部
が
発
行
し
た
機
関
誌
『
大
韓
倶
楽
』
の
会
員
名
簿
に
は
二
一
（
85
）

一
人
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
独
立
協

会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
参
加
が
少
な
い
。
独
立
協
会
で
役
員
（
任
員
）
で
あ
っ
た
（
86
）

人
物
の
う
ち
、
大
韓
倶
楽
部
の
会
員
名
簿
に
名

が
あ
る
の
は
、
金
重
煥
、
李
建
鎬
、
李
秉
武
の
三
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
李
秉
武
は
甲
午
改
革
初
期
に
派
遣
さ
れ
た
留
学
経
験

者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
独
立
協
会
と
大
韓
倶
楽
部
は
構
成
員
に
つ
な
が
り
が
な
い
。
そ
れ
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
留
学
経
験
者
た

ち
が
独
立
協
会
と
は
別
に
活
動
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
彼
ら
は
教
育
に
関
し
て
申
海
永
を
中
心
に
際
立
っ
た
活
動
を

し
て
い
る
。

ま
ず
一
八
九
八
年
九
月
二
四
日
に
設
立
し
た
光
興
学
校
に
、
魚
瑢
善
と
南
舜
煕
が
教
師
と
し
て
就
任
（
87
）

し
た
。
こ
の
学
校
に
申
海

永
、
金
鎔
済
、
権
鳳
洙
も
教
師
と
し
て
参
加
し
て
（
88
）

い
る
。
一
九
〇
〇
年
、
光
興
学
校
は
法
律
科
を
設
置
し
張
燾
、
劉
昌
煕
を
教
師

と
（
89
）

し
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
教
師
は
す
べ
て
留
学
経
験
者
で
あ
る
。
ま
た
一
八
九
九
年
五
月
、
申
海
永
は
光
成
学
校
の
教
師
に
招
聘

さ
れ
て
い
る
。
光
成
学
校
は
学
校
の
維
持
の
た
め
「
評
議
員
二
十
五
名
を
選
定
し
た
」
と
い
う
（
90
）

の
で
、
相
当
規
模
の
大
き
な
学
校

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
留
学
経
験
者
は
他
に
も
種
々
の
学
校
の
教
師
に
な
っ
て
い
（
91
）

る
が
、
一
九
〇
五
年
一
月
、
漢
城
法
学
校
の
教

師
と
し
て
権
鳳
洙
、
劉
文
煥
、
李
冕
宇
、
申
佑
善
、
申
海
永
、
兪
致
衡
、
張
燾
、
洪
仁
杓
が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
注
目
さ
（
92
）

れ
る
。

そ
し
て
、
一
九
〇
五
年
四
月
、
普
成
専
門
学
校
（
現
高
麗
大
学
校
）
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
申
海
永
が
校
長
と
な
り
、
申
佑
善
、

元
応
常
、
劉
文
煥
、
兪
承
兼
、
兪
致
衡
、
李
冕
宇
、
張
燾
、
張
憲
植
、
趙
斉
桓
が
教
師
と
し
て
採
用
さ
（
93
）

れ
る
。
つ
ま
り
留
学
経
験
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者
の
一
部
は
、
帰
国
後
も
教
育
の
現
場
で
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
彼
ら
は
留
学
時
代
、
申
海
永
を
中
心
に

活
動
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
で
、
帝
国
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
と
も
重
な
り
、
留
学
後
も
そ
の
人
脈
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

一
九
〇
七
年
四
月
、
申
海
永
は
留
学
生
監
督
と
し
て
東
京
に
赴
任
（
94
）

す
る
。
申
海
永
一
派
は
そ
れ
以
後
、
申
海
永
不
在
の
ま
ま
活

動
す
る
こ
と
に
な
る
。

六

研
究
者
志
向
―
―
『
法
政
学
界
』、
法
学
協
会

大
韓
倶
楽
部
は
一
九
〇
七
年
一
一
月
頃
に
は
活
動
が
沈
滞
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
一
月
二
四
日
、
大
韓
倶
楽
部
の
維
持
に

関
す
る
総
会
が
開
か
（
95
）

れ
た
。
そ
の
結
果
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
総
会
で
解
散
が
決
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
（
96
）

れ
る
。

こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
一
九
〇
八
年
一
月
に
畿
湖
興
学
会
が
設
立
し
た
。
大
韓
倶
楽
部
を
主
導
し
た
留
学
経
験
者
は
、
畿
湖
興

学
会
に
お
い
て
も
主
導
的
地
位
に
つ
い
て
（
97
）

い
る
。
ま
た
畿
湖
興
学
会
の
総
会
は
、
普
成
専
門
学
校
で
行
わ
れ
て
（
98
）

い
た
。
よ
っ
て
大

韓
倶
楽
部
の
活
動
は
畿
湖
興
学
会
に
替
え
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

大
韓
倶
楽
部
は
、
そ
の
設
立
当
時
の
絶
賛
に
見
合
う
だ
け
の
活
動
を
成
し
得
な
か
っ
た
。
大
韓
倶
楽
部
と
し
て
行
な
っ
た
活
動

と
し
て
は
、
会
報
『
大
韓
倶
楽
』
を
二
号
発
行
し
た
こ
（
99
）

と
と
、
渡
日
留
学
生
団
体
太
極
学
会
の
創
立
の
際
に
募
金
活
動
を
行
な
っ

た
く
ら
い
で
（
100
）

あ
る
。
集
会
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
が
、『
大
韓
倶
楽
』
の
記
事
だ
け
で
判
断
す
れ
ば
、
会
員
間
の
親
睦
に
留

ま
っ
て
い
る
。
新
聞
報
道
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
政
治
的
な
運
動
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
一
度
だ
け
大
韓
倶
楽
部
が
政
治
的
な
立
場
を
表
明
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
一
日
、

親
日
団
体
と
し
て
知
ら
れ
る
一
（
101
）

進
会
が
大
韓
倶
楽
部
に
送
っ
た
宣
（
102
）

言
書
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
書
と
は
、
韓
国
が
日
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本
の
被
保
護
国
に
な
る
こ
と
に
賛
成
の
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
大
韓
倶
楽
部
の
回
答
は
『
皇
城
新
聞
』
を
通

じ
て
世
間
に
公
開
さ
れ
た
。

そ
れ
曰
く
、「
外
交
之
権
を
寧
ろ
友
邦
政
府
に
委
任
し
そ
の
力
に
依
っ
て
国
権
を
保
維
す
る
」
と
言
い
、「
内
治
之
事
は
徒
ら

に
庸
人
を
用
い
る
必
要
は
な
い
。
寧
ろ
先
進
し
た
顧
問
を
択
び
弊
政
を
除
去
し
以
て
民
福
を
進
め
る
べ
き
」
と
言
う
が
、
内

治
外
交
を
す
べ
て
自
ら
抛
棄
し
て
、
ど
う
し
て
国
権
を
保
維
し
以
て
民
福
を
進
め
ら
れ
る
の
か
。
況
ん
や
ま
た
「
そ
の
保
護

に
拠
っ
て
国
家
独
立
を
維
持
す
る
」
と
言
う
の
で
、
読
ん
で
い
て
骨
冷
で
あ
る
。
貴
の
云
う
所
の
誠
意
で
同
盟
に
対
し
、
信

義
で
友
邦
に
交
わ
る
こ
と
が
、
自
束
自
縛
に
於
て
止
ま
る
に
在
っ
て
そ
の
保
護
を
請
う
（
103
）

の
か
。

一
進
会
が
外
交
権
の
委
譲
を
通
じ
て
国
権
を
守
り
、
内
治
は
先
進
国
の
顧
問
を
招
く
こ
と
に
よ
っ
て
悪
政
を
除
去
で
き
る
と
い

う
主
張
を
展
開
し
た
の
に
対
し
、
大
韓
倶
楽
部
は
、
内
治
外
交
を
抛
棄
し
て
独
立
を
維
持
で
き
る
と
い
う
論
理
は
、「
骨
冷
で
あ

る
」
と
返
し
て
い
る
。
大
韓
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
の
中
心
に
い
た
留
学
経
験
者
た
ち
は
、
韓
国
の
保
護
国
化
に
は
一
理
の
同

意
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
自
己
の
意
見
を
積
極
的
に
対
外
に
発
信
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

留
学
経
験
者
が
政
治
的
発
言
を
控
え
た
の
は
、
彼
ら
が
研
究
者
志
向
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一

九
〇
七
年
三
月
二
四
日
、
普
成
専
門
学
校
校
友
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
会
が
発
行
し
た
『
法
政
学
界
』
は
「
法
律
経
済
に
関

す
る
原
理
原
則
を
同
胞
に
紹
介
す
る
唯
一
の
大
雑
誌
」
を
目
指
し
て
（
104
）

い
た
。
こ
の
当
時
、
大
学
卒
業
の
肩
書
を
持
つ
留
学
経
験
者

は
最
高
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。『
法
政
学
界
』
は
普
成
専
門
学
校
の
会
報
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、
当
時
に

お
い
て
最
も
水
準
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
留
学
経
験
者
は
研
究
を
通
じ
て
救
国
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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普
成
専
門
学
校
は
皇
室
の
内
帑
金
で
経
営
し
て
い
た
が
、
一
九
〇
八
年
一
月
に
そ
の
内
帑
金
が
途
絶
え
て
経
営
難
に
陥
る
。
そ

の
時
に
経
営
権
を
め
ぐ
っ
て
「
教
主
」
李
鍾
浩
と
留
学
経
験
者
で
あ
る
教
師
た
ち
が
対
立
し
た
。
こ
の
騒
動
は
「
維
持
会
事
件
」

と
呼
ば
れ
て
（
105
）

い
る
。
維
持
会
事
件
の
後
、
普
成
専
門
学
校
の
初
期
教
師
陣
は
、
養
正
義
塾
に
集

（
106
）

ま
っ
た
。
養
正
義
塾
（
現
養
成
高

等
学
校
）
は
一
九
〇
五
年
五
月
一
二
日
に
開
学
し
、
開
学
当
初
の
教
師
は
金
祥
演
、
張
燾
、
申
佑
善
、
石
鎮
衡
で

（
107
）

あ
っ
た
。
彼
ら

四
人
は
渡
日
留
学
経
験
者
で
あ
り
普
成
専
門
学
校
の
教
師
で
も
あ
っ
た
。
一
九
〇
六
年
五
月
に
は
普
成
専
門
学
校
教
師
で
あ
り
留

学
経
験
者
で
あ
る
兪
承
兼
が
養
正
義
塾
の
教
師
と

（
108
）

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
養
正
義
塾
と
普
成
専
門
学
校
は
共
に
留
学
経
験
者
が
教
師

を
務
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
維
持
会
事
件
の
後
、
留
学
経
験
教
師
の
大
部
分
が
養
正
義
塾
に
移
っ
た
と
き
、
経
済
学
科
の
学
生
三

四
人
も
ま
た
普
成
専
門
学
校
を
辞
め
て
養
正
義
塾
に
移
籍
（
109
）

し
た
。『
高
麗
大
学
校
百
年
史
』
は
「
創
立
時
の
教
師
た
ち
は
慶
應
義

塾
で
主
に
西
欧
受
容
に
偏
重
し
た
洋
務
に
浸
り
、
国
権
主
義
的
な
国
内
自
強
派
知
識
人
に
比
べ
て
骨
の
な
い
」
人
物
で
あ
り
、
維

持
会
事
件
の
後
、
こ
れ
ら
留
学
経
験
教
師
が
去
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
興
学
自
強
」
の
校
風
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
、

こ
の
事
件
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
（
110
）

い
る
。
し
か
し
普
成
専
門
学
校
が
留
学
経
験
教
師
を
失
っ
て
沈
滞
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
養

正
義
塾
は
名
門
校
と
し
て
学
生
を
集
め
る
一
方
、
普
成
専
門
学
校
は
一
時
夜
間
学
校
と

（
111
）

な
っ
た
。

一
九
〇
八
年
三
月
、
養
正
義
塾
に
移
っ
た
留
学
経
験
教
師
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
法
学
協
会
が
設
立
さ
（
112
）

れ
た
。
法
学
協
会
は

『
法
学
協
会
雑
誌
』
を
発
行
し
た
。『
法
政
学
界
』
が
普
成
専
門
学
校
の
会
報
と
い
う
性
格
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
に
対
し
、
法

学
協
会
は
純
粋
な
研
究
会
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。『
法
学
協
会
雑
誌
』
は
論
説
、
雑
報
な
ど
は
も
と
よ
り
、
判
決
例
や
法
律
な

ど
基
礎
情
報
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

一
九
〇
九
年
一
〇
月
二
六
日
、
安
重
根
が
伊
藤
博
文
を
殺
害
し
た
こ
と
に
よ
り
、
政
局
は
一
気
に
不
安
定
に
な
っ
た
。
知
識
人

た
ち
は
率
先
し
て
伊
藤
博
文
追
悼
会
に
参
加
し
、
事
態
の
収
拾
を

（
113
）

図
っ
た
。
伊
藤
博
文
追
悼
会
と
は
、
一
九
〇
九
年
一
一
月
に
韓
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国
各
地
で
開
か
れ
た
大
小
の
追
悼
会
の
総
称
で
あ
る
が
、
一
九
〇
九
年
一
一
月
二
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
催
さ
れ
た
官
民
追
悼

会
、
及
び
一
一
月
八
日
か
ら
開
か
れ
た
国
民
大
追
悼
会
が
最
も
規
模
の
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
留
学
経
験
者
た
ち
が
こ
れ
ら
の

追
悼
会
に
発
起
人
あ
る
い
は
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
（
114
）

き
る
。

留
学
経
験
者
た
ち
に
と
っ
て
追
悼
会
参
加
は
半
ば
あ
る
い
は
完
全
に
強
制
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
韓
国
民
が
み
な
伊
藤
博
文

の
死
を
悼
ん
で
い
る
よ
う
に
見
せ
る
た
め
、
学
部
大
臣
李
容
稙
は
こ
の
行
事
に
学
校
を
利
用
（
115
）

し
た
。
学
部
は
ソ
ウ
ル
の
官
立
私
立

す
べ
て
の
学
校
に
追
悼
会
参
加
を
命
じ
、
追
悼
会
後
に
は
各
学
校
の
学
生
と
教
師
が
参
加
し
た
か
否
か
を
調
査
（
116
）

し
た
。
教
育
界
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
普
成
専
門
学
校
や
養
正
義
塾
で
活
躍
し
た
留
学
経
験
者
た
ち
は
、
こ
の
時
期
に
は
官
員
と
し
て
も
書
記
官
や
事

務
官
を
担
っ
て
（
117
）

お
り
、
社
会
的
地
位
か
ら
も
追
悼
会
に
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
安
重
根
の
弟
安
定
根
が
養

正
義
塾
出
身
で
あ
っ
た
た
め
、
学
校
に
危
害
が
及
ぶ
可
能
性
も

（
118
）

あ
っ
た
。

伊
藤
博
文
追
悼
会
は
多
分
に
政
治
的
意
味
を
含
ん
で
い
た
。
漢
城
府
民
会
、
大
韓
協
会
、
一
進
会
な
ど
は
追
悼
会
を
利
用
し
て

各
々
が
自
身
の
主
導
権
を
強
化
し
よ
う
と
（
119
）

し
た
。
し
か
し
、
渡
日
留
学
経
験
者
の
場
合
、
こ
の
追
悼
会
を
き
っ
か
け
に
政
治
的
発

言
を
強
化
し
よ
う
と
動
い
た
形
跡
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
通
り
、
研
究
生
活
を
続
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
渡
日
留
学
経
験
者
た
ち
は
留
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
申
海
永
を
中
心
に
人
脈
を
形
成
し
て
い
た
。
彼
ら
は

教
育
者
、
研
究
者
と
し
て
、
独
立
協
会
勢
力
と
は
異
な
る
独
自
の
自
強
運
動
を
展
開
し
た
。
彼
ら
の
性
格
は
多
様
で
一
律
に
扱
う

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
団
体
と
し
て
見
れ
ば
、
国
権
喪
失
と
併
合
が
次
第
に
現
実
味
を
帯
び
て
い
く
な
か
で
、
こ
れ
に
対
す
る
政

治
的
な
発
言
や
行
動
は
顕
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
韓
国
併
合
後
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

な
お
、
申
海
永
は
、
伊
藤
博
文
暗
殺
の
ひ
と
月
前
で
あ
る
、
一
九
〇
九
年
九
月
二
二
日
午
後
六
時
、
帰
任
途
中
、
門
司
で
病
死

（
120
）

す
る
。
遺
体
は
火
葬
さ
れ
、
留
学
同
期
で
あ
る
魚
允
迪
（
当
時
学
部
編
輯
局
長
）
が
遺
骨
を
韓
国
に
運
（
121
）

ん
だ
。
韓
国
で
の
弔
礼
式
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は
九
月
二
七
日
午
後
八
時
、
南
大
門
停
車
場
で
執
り
行
わ
れ
、
遺
骸
は
金
浦
の
故
郷
に
埋
葬
さ
（
122
）

れ
た
。
一
一
月
二
〇
日
午
後
一

時
、
普
成
専
門
学
校
内
で
執
り
行
わ
れ
た
追
悼
会
に
は
、
総
理
大
臣
李
完
用
を
は
じ
め
、
政
府
高
官
、
学
生
ら
四
百
名
余
り
が
参

加
し
た
と
（
123
）

い
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
論
じ
た
内
容
を
整
理
す
る
。

第
一
に
、
申
海
永
と
洪
奭
鉉
の
主
導
権
争
い
に
着
目
し
た
。
申
海
永
と
洪
奭
鉉
は
共
に
日
語
学
校
で
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
、
ま
た
留
学
生
の
多
数
が
日
語
学
校
出
身
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
語
学
校
を
退
学
し
て
渡
日
し
た
洪
奭
鉉
に
対
し
、
申

海
永
は
師
範
学
校
の
「
助
教
授
」
に
抜
擢
さ
れ
、
師
範
学
校
及
び
附
属
小
学
校
の
学
生
た
ち
と
も
人
脈
を
築
い
て
い
た
。
こ
れ
が

申
海
永
が
親
睦
会
で
ト
ッ
プ
の
人
望
を
得
た
理
由
で
あ
る
。
洪
奭
鉉
は
最
古
参
の
留
学
生
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
親
睦
会
の
中

心
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
親
睦
会
の
主
導
権
の
奪
取
に
も
失
敗
し
た
が
、
日
韓
倶
楽
部
を
中
心
に
独
自
の
人
脈
を
築
い

た
。第

二
に
、
留
学
生
が
「
官
僚
志
向
的
」
だ
っ
た
と
い
う
評
価
を
再
考
し
た
。
留
学
生
に
拘
ら
ず
、
学
校
卒
業
生
に
対
す
る
官
職

の
空
き
が
な
か
っ
た
こ
と
、
留
学
生
自
身
は
「
依
願
免
本
官
」
と
し
て
官
吏
任
命
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
、
年
齢
的
に
日
露
戦
争

以
後
に
官
吏
に
任
用
さ
れ
始
め
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
本
稿
で
改
良
し
た
統
計
結
果
を
総
合
し
て
考
察
し
た
結

果
、
留
学
生
は
「
官
僚
志
向
的
」
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
る
。

第
三
に
、
申
海
永
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
帰
国
後
、
独
立
協
会
と
協
調
し
つ
つ
も
独
自
に
活
動
し
て
お
り
、
万
民
共
同
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会
解
散
後
も
教
員
活
動
を
転
々
と
し
つ
つ
独
自
の
自
強
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
彼
ら
は
大
韓
倶
楽
部
を
結
成
し
親

睦
を
深
め
、『
法
政
学
界
』、
法
学
協
会
を
通
じ
て
知
識
を
磨
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
政
治
運
動
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
彼
ら
が
研
究
者
志
向
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

個
々
人
の
活
動
は
多
様
で
あ
る
が
、
申
海
永
一
派
は
大
方
「
韓
国
併
合
」
後
も
独
立
運
動
に
参
加
し
な
い
態
度
を
維
持
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
厳
し
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
留
学
経
験
者
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
壇
や
討
論
会
、
あ

る
い
は
武
器
を
手
に
取
り
、
声
高
ら
か
に
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
だ
け
が
自
強
運
動
で
は
な
い
。
日
本
留
学
経
験
者
た
ち
は
当
時

最
高
の
知
識
人
と
し
て
の
役
割
を
堅
守
し
た
の
で
あ
り
、
黙
々
と
研
究
に
努
め
た
。
そ
の
成
果
は
教
育
を
通
じ
て
次
世
代
に
伝

わ
っ
て
い
る
。
技
術
職
に
就
い
た
者
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
留
学
生
派
遣
政
策
は
、
そ
う
い
っ
た
点
も
視
野
に
入
れ
て
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。

注（
1
）
甲
午
改
革
、
ま
た
は
甲
午
更
張
と
は
、
朝
鮮
が
「
近
代
国
家
」
へ
転
換
す
る
た
め
に
行
っ
た
政
治
制
度
改
革
の
こ
と
を
指
す
。
日
本
が

景
福
宮
を
占
領
し
親
日
政
権
を
樹
立
さ
せ
た
時
点
か
ら
露
館
播
遷
ま
で
を
指
す
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
甲
午
改
革
の
研
究
と
し
て
、
王

賢
鍾
『
韓
国
近
代
国
家
の
形
成
と
甲
午
改
革
』
歴
史
批
評
社
（
韓
国
語
）、
二
〇
〇
三
年
。

（
2
）
本
稿
で
扱
う
時
期
は
朝
鮮
か
ら
大
韓
帝
国
に
渡
る
が
、
便
宜
上
呼
称
は
「
朝
鮮
政
府
」
と
す
る
。

（
3
）
何
を
以
て
留
学
と
す
る
か
の
定
義
に
よ
り
、
研
究
者
に
よ
っ
て
留
学
生
の
数
が
異
な
る
。
以
下
、「
留
学
生
」
あ
る
い
は
「
留
学
経
験

者
」
と
呼
ぶ
と
き
は
こ
の
留
学
生
を
指
す
も
の
と
す
る
。

（
4
）
近
年
の
論
文
の
み
挙
げ
る
。
崔
徳
寿
「
開
化
期
日
本
の
朝
鮮
人
留
学
政
策
の
性
格
」『
国
史
館
論
叢
』
七
二
（
韓
国
語
）、
一
九
九
六

年
。
都
倉
武
之
「
朝
鮮
王
族
義
和
宮
留
学
と
福
沢
諭
吉
」『
近
代
日
本
研
究
』
二
二
、
二
〇
〇
五
年
。
金
淇
周
「
甲
午
改
革
期
朝
鮮
政
府
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の
対
日
留
学
政
策
」『
歴
史
学
研
究
』
二
七
（
韓
国
語
）、
二
〇
〇
六
年
。
同
「
露
館
播
遷
後
（
一
八
九
六
〜
一
九
〇
三
）
韓
国
政
府
の
留

学
政
策
」『
歴
史
学
研
究
』
三
四
（
韓
国
語
）、
二
〇
〇
八
年
。
拙
稿
「
甲
午
改
革
期
渡
日
留
学
生
派
遣
政
策
の
展
開
と
中
断
過
程
」『
韓

国
史
学
報
』
五
六
（
韓
国
語
）、
二
〇
一
四
年
。

（
5
）
日
本
語
文
献
の
み
挙
げ
る
。
李
基
俊
『
西
欧
経
済
思
想
と
韓
国
近
代
化
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
。
国
分
典
子
『
近
代
東
ア

ジ
ア
世
界
と
憲
法
思
想
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
。

（
6
）
西
沢
直
子
・
王
賢
鍾
「
明
治
期
慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留
学
生
（
一
）」『
近
代
日
本
研
究
』
三
一
、
二
〇
一
四
年
。
姜
兌
�
・
西
沢
直
子

「
明
治
期
慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留
学
生
（
二
）」『
近
代
日
本
研
究
』
三
二
、
二
〇
一
五
年
。

（
7
）
車
培
根
『
開
化
期
日
本
留
学
生
た
ち
の
言
論
出
版
活
動
研
究
（
Ⅰ
）』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
（
韓
国
語
）、
二
〇
〇
〇
年
。

（
8
）
朴
賛
勝
「
一
八
九
〇
年
代
渡
日
留
学
生
の
現
実
認
識
」『
歴
史
と
現
実
』
三
一
（
韓
国
語
）、
一
九
九
九
年
。
同
「
一
八
九
〇
年
代
後
半

に
お
け
る
官
費
留
学
生
の
渡
日
留
学
」
宮
嶋
博
史
、
金
容
徳
編
『
近
代
交
流
史
と
相
互
認
識
Ⅰ
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇

年
。
二
〇
〇
〇
年
刊
行
の
論
文
は
日
韓
両
言
語
で
同
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
韓
国
語
版
は
亜
研
出
版
部
で
刊
行
）。

（
9
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
七
〇
頁
、
一
二
三
頁
。

（
10
）
「
自
強
運
動
」
ま
た
は
「
愛
国
啓
蒙
運
動
」
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
月
脚
達
彦
の
整
理
を
挙
げ
て
お
く
。
月
脚
達
彦
『
朝
鮮
開
化
思
想

と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
三
四
九
〜
三
五
一
頁
。

（
11
）
一
九
〇
五
年
以
後
、
留
学
生
監
督
と
し
て
の
申
海
永
を
考
察
し
た
研
究
と
し
て
、
金
範
洙
「
旧
韓
末
に
お
け
る
留
学
生
監
督
に
関
す
る

一
考
察
」『
朝
鮮
学
報
』
一
九
一
、
二
〇
〇
四
年
。
ま
た
、
申
海
永
の
翻
訳
書
『
倫
理
学
教
科
書
』
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
、
金
素
玲

「
韓
末
修
身
教
科
書
翻
訳
と
「
国
民
」
形
成
」『
韓
国
近
現
代
史
研
究
』
五
九
（
韓
国
語
）、
二
〇
一
一
年
。

（
12
）
阿
部
洋
「（
史
料
）
韓
国
政
府
委
託
慶
應
義
塾
留
学
生
に
関
す
る
契
約
書
」『
韓
』
一
〇
三
、
一
九
八
六
年
。
金
祥
起
「（
未
発
表
資
料
）

『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』（
韓
国
留
学
生
編
）」『
争
点
韓
国
近
現
代
史
』
四
（
韓
国
語
）、
一
九
九
四
年
。
金
淇
周
、
前
掲
（
二
〇
〇
六
年
）。

西
沢
直
子
・
王
賢
鍾
、
前
掲
。
な
お
、
本
稿
で
は
慶
應
義
塾
を
経
な
い
留
学
生
も
考
察
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
文
で

甲午改革期渡日朝鮮人留学生の人脈形成と社会進出

223



適
宜
指
摘
す
る
。

（
13
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
七
五
頁
。
車
培
根
、
前
掲
、
七
三
〜
七
四
頁
。

（
14
）
「
朝
鮮
学
生
の
同
遊
学
会
」『
読
売
新
聞
』
一
八
九
五
年
五
月
二
日
付
二
面
。
引
用
文
に
は
句
読
点
を
補
う
。
以
下
同
。

（
15
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
一
九
九
九
年
）、
一
二
一
頁
。
車
培
根
、
前
掲
、
八
三
〜
八
四
頁
。

（
16
）
「
朝
鮮
の
少
年
日
本
に
走
る
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
四
年
四
月
八
日
付
一
面
。

（
17
）
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
一
、
一
九
七
八
年
、
九
一
八
頁
。

（
18
）
「
朝
鮮
語
学
会
」『
読
売
新
聞
』
一
八
九
四
年
一
二
月
二
八
日
付
三
面
。

（
19
）
「
明
治
議
会
の
朝
鮮
語
学
科
」『
毎
日
新
聞
』
一
八
九
五
年
二
月
二
〇
日
付
六
面
。「
広
告
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
五
年
二
月
二
二

日
付
六
面
。

（
20
）
「
朝
鮮
教
育
実
施
視
察
」『
教
育
時
論
』
三
六
四
号
、
一
八
九
五
年
五
月
二
五
日
。
こ
の
記
事
は
一
八
九
五
年
一
月
か
ら
四
月
一
〇
日
ま

で
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
21
）
師
範
学
校
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
金
京
美
『
韓
国
近
代
教
育
の
形
成
』
ヘ
ア
ン
（
韓
国
語
）、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
一
〜
一
二
九

頁
。

（
22
）
「
朝
鮮
時
事
一
二
月
二
日
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
四
年
一
二
月
一
四
日
付
二
面
。

（
23
）
稲
葉
継
雄
『
旧
韓
国
の
教
育
と
日
本
人
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。
同
『
旧
韓
末
「
日
語
学
校
」
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版

会
、
一
九
九
七
年
。

（
24
）
「
同
上
（
朝
鮮
時
事
）
一
一
月
二
八
日
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
四
年
一
二
月
六
日
付
二
面
。

（
25
）
拙
稿
、
前
掲
、
二
二
〇
〜
二
二
一
頁
。
玄
公
廉
、
慎
順
晠
、
高
羲
駿
、
朴
基
駿
、
姜
璟
煕
の
五
名
は
日
語
学
校
三
年
生
（
す
な
わ
ち
甲

級
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（「
朝
鮮
時
事
（
一
八
九
四
年
一
二
月
二
七
日
発
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
五
年
一
月
一
一
日

付
二
面
）。
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（
26
）
「
風
雲
変
態
録

二
月
四
日
発
」『
東
京
日
日
新
聞
』
一
八
九
五
年
二
月
一
五
日
付
一
面
。

（
27
）
「
朝
鮮
学
生
」『
日
本
』
一
八
九
五
年
四
月
一
〇
日
付
二
面
。

（
28
）
車
培
根
、
前
掲
、
六
九
〜
七
〇
頁
。

（
29
）
「
韓
山
近
事
（
四
月
二
〇
日
）」『
日
本
』
一
八
九
五
年
四
月
二
八
日
付
一
面
。

（
30
）
「
朝
鮮
留
学
生
の
教
育
」『
時
事
新
報
』
一
八
九
五
年
五
月
一
〇
日
付
四
面
。

（
31
）
国
史
編
纂
委
員
会
編
『
官
員
履
歴
書
』
一
九
七
二
年
、
一
五
七
頁
、
八
五
六
頁
。
金
鴻
南
、
安
昌
善
共
に
一
八
九
四
年
に
日
語
学
校
に

入
学
し
て
い
る
た
め
、
一
年
生
と
断
定
で
き
る
。

（
32
）『
大
韓
帝
国
官
員
履
歴
書
』
一
二
四
頁
、
二
一
九
頁
。
共
に
一
八
九
四
年
に
日
語
学
校
に
入
学
。

（
33
）
二
一
名
の
日
語
学
校
出
身
者
を
留
学
順
に
整
理
す
れ
ば
、
洪
奭
鉉
（
一
八
九
四
年
三
月
）、
朴
基
駿
、
李
龍
在
、
姜
璟
煕
、
高
羲
駿
、

玄
公
廉
、
慎
順
晠
（
以
上
一
八
九
四
年
冬
）、
申
海
永
、
金
重
漢
、
卞
志
琓
、
金
允
求
、
張
明
根
、
朴
正
善
、
趙
元
奎
、
金
東
完
、
劉
文

相
、
呉
亭
根
、
金
鴻
南
、
安
昌
善
（
以
上
一
八
九
五
年
五
月
）、
金
益
南
、
朴
正
銑
（
以
上
一
八
九
五
年
六
月
）
で
あ
る
。

（
34
）
『
大
韓
帝
国
官
員
履
歴
書
』
一
〇
六
頁
、
一
一
三
頁
、
一
九
二
頁
、
三
五
〇
頁
。

（
35
）
「
親
睦
会
日
記
」
一
八
九
五
年
五
月
一
二
日
（
陰
暦
四
月
一
八
日
）
条
『
親
睦
会
会
報
』
一
、
一
八
九
六
年
二
月
、
九
六
〜
九
七
頁
。

原
文
は
漢
文
。
以
下
、
漢
文
、
韓
国
語
資
料
は
翻
訳
し
て
提
示
す
る
。
ま
た
「
親
睦
会
日
記
」
は
日
付
の
み
を
提
示
す
る
。

（
36
）
「
親
睦
会
日
記
」
一
八
九
五
年
七
月
一
三
日
（
陰
暦
閏
五
月
二
一
日
）
条
。

（
37
）
「
朝
鮮
人
親
睦
会
」『
日
本
』
一
八
九
五
年
七
月
一
〇
日
付
二
面
。

（
38
）
こ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
車
培
根
、
前
掲
、
一
四
四
〜
一
四
七
頁
。
朴
賛
勝
、
前
掲
（
一
九
九
九
年
）、
一
二
六
〜
一
二
七
頁
。

（
39
）
以
下
、
日
韓
倶
楽
部
に
関
す
る
記
述
は
次
の
史
料
に
基
づ
く
。『
早
稲
田
学
報
』
三
、
一
八
九
七
年
五
月
、
七
六
頁
。
同
、
五
、
一
八

九
七
年
六
月
、
一
二
五
頁
。
同
、
一
五
、
一
八
九
八
年
五
月
、
八
八
頁
。
同
、
一
六
、
一
八
九
八
年
六
月
、
七
四
頁
。

（
40
）
「
朝
鮮
留
学
生
親
睦
会
」『
読
売
新
聞
』
一
八
九
六
年
一
〇
月
一
二
日
付
二
面
。
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（
41
）
「
亡
命
韓
客
の
軋
轢
」『
読
売
新
聞
』
一
八
九
七
年
五
月
三
日
付
二
面
。

（
42
）
「
親
睦
会
日
記
」
一
八
九
七
年
五
月
一
一
日
条
。

（
43
）
「
朝
鮮
学
生
の
奮
怨
」『
国
民
新
聞
』
一
八
九
七
年
五
月
一
六
日
付
六
面
。
国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
。
紙
面
状
態

が
悪
く
一
部
判
読
不
能
。
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
の
た
め
、
原
文
で
提
示
す
る
。

（
44
）
「
親
睦
会
日
記
」
一
八
九
七
年
五
月
一
六
日
条
。

（
45
）
「
親
睦
会
日
記
」
一
八
九
七
年
五
月
一
七
日
条
。
国
民
新
聞
社
は
五
月
一
八
日
付
（
三
面
）
で
訂
正
文
を
掲
載
し
た
。

（
46
）
「
朝
鮮
留
学
生
親
睦
会
の
紛
擾
」『
日
本
』
一
八
九
七
年
五
月
二
八
日
付
二
面
。

（
47
）
洪
奭
鉉
『
新
撰
朝
鮮
会
話
』
博
文
館
、
一
八
九
四
年
（
釜
山
広
域
市
立
市
民
図
書
館
所
蔵
本
）。
な
お
、
国
会
図
書
館
に
も
同
書
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
徳
富
蘇
峰
の
序
文
は
付
い
て
い
な
い
。

（
48
）
「（
寄
書
）
朝
鮮
留
学
生
弾
劾
事
件
に
対
す
る
弁
駁

朝
鮮
留
学
生
洪
奭
鉉
」『
読
売
新
聞
』
一
八
九
七
年
五
月
二
九
日
付
三
面
。

（
49
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
八
四
頁
。

（
50
）
鄭
喬
『
大
韓
季
年
史
』（
趙
珖
編
訳
、
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
五
、
一
八
九
九
年
一
月
条
、
二
三
頁
。

（
51
）
『
大
韓
興
学
報
』
一
三
、
一
九
一
〇
年
五
月
、
二
頁
。

（
52
）
帝
国
青
年
会
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
朴
賛
勝
、
前
掲
（
一
九
九
九
年
）、
一
二
八
〜
一
二
九
頁
。
し
か
し
、
資

料
不
足
で
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

（
53
）
「
安
泳
中
の
朴
泳
孝
談
」『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
八
九
八
年
一
〇
月
二
日
付
一
面
。「
朴
泳
孝
一
行
（
六
日
午
後
東
京
発
）」
同
、
一
〇
月

八
日
付
二
面
。
こ
の
時
、
申
海
永
は
朴
泳
孝
一
行
と
共
に
帰
国
の
途
に
就
い
た
が
、
朴
泳
孝
は
下
関
で
帰
国
を
思
い
留
ま
っ
た
。

（
54
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
一
〇
九
頁
。

（
55
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
一
一
〇
頁
。

（
56
）
「
利
用
於
国
」『
皇
城
新
聞
』
一
八
九
八
年
一
一
月
一
九
日
付
二
面
。
な
お
、
洪
奭
鉉
は
一
八
九
八
年
七
月
に
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
し
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て
い
る
。

（
57
）
成
淑
璟
「
甲
午
改
革
以
後
（
一
八
九
四
〜
一
八
九
九
）
成
均
館
の
近
代
的
再
編
」『
韓
国
近
現
代
史
研
究
』
三
九
（
韓
国
語
）、
二
〇
〇

六
、
一
四
〇
〜
一
四
一
頁
。

（
58
）
権
鳳
洙
（
一
九
〇
二
年
一
月
、
宮
内
府
水
輪
課
主
事
）、
金
基
璋
（
一
九
〇
五
年
一
月
、
厚
陵
参
奉
）、
金
東
圭
（
一
九
〇
〇
年
六
月
、

中
枢
院
議
官
）、
金
相
淳
（
一
九
〇
四
年
七
月
、
通
信
司
電
話
課
主
事
）、
金
重
漢
（
一
九
〇
二
年
一
月
、
懿
陵
參
奉
）、
徐
廷
岳
（
一
九

〇
二
年
七
月
、
恵
民
院
主
事
）、
安
慶
善
（
一
九
〇
三
年
八
月
、
中
枢
院
議
官
）、
兪
承
兼
（
一
九
〇
六
年
五
月
、
度
支
部
主
事
）、
李
寅

植
（
一
九
〇
二
年
七
月
、
恵
民
院
主
事
）、
李
正
煕
（
一
九
〇
一
年
一
〇
月
、
咸
鏡
北
道
観
察
府
主
事
）、
李
昌
植
（
一
九
〇
一
年
八
月
、

内
部
主
事
）、
李
憲
珪
（
一
八
九
九
年
九
月
、
通
信
司
電
話
課
主
事
）、
崔
万
淳
（
一
九
〇
〇
年
一
二
月
、
慶
尚
北
道
観
察
府
主
事
）、
洪

奭
鉉
（
一
九
〇
一
年
三
月
、
中
枢
院
議
官
）。
年
月
は
依
願
免
本
官
の
日
で
あ
り
、
任
命
後
す
ぐ
に
辞
退
し
た
者
を
挙
げ
て
い
る
。
調
査

は
次
の
文
献
に
拠
る
。
安
龍
植
『
大
韓
帝
国
官
僚
史
研
究
』
Ⅰ
〜
Ⅳ
、
延
世
大
学
校
社
会
科
学
研
究
所
（
韓
国
語
）、
一
九
九
四
〜
一
九

九
六
年
。

（
59
）
『
銓
考
請
願
書
』（
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
資
料
、
奎
二
六
三
六
一
）。
な
お
、
韓
震
用
は
こ
の
請
願
書
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
、
一
九
〇

五
年
六
月
一
日
に
敦
寧
司
主
事
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

（
60
）
鄭
求
先
『
韓
国
近
代
官
吏
任
用
研
究
』
国
学
資
料
院
（
韓
国
語
）、
二
〇
〇
八
年
、
五
六
頁
、
六
一
頁
。

（
61
）
留
学
時
の
平
均
年
齢
は
二
一
歳
で
あ
る
（
金
淇
周
、
前
掲
（
二
〇
〇
六
年
）、
二
一
四
頁
）。

（
62
）
留
学
生
の
大
半
は
成
績
が
芳
し
く
な
か
っ
た
。
拙
稿
、
前
掲
、
二
二
九
〜
二
三
一
頁
。

（
63
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
九
七
頁
。
車
培
根
、
前
掲
、
二
一
〇
〜
二
一
一
頁
。
な
お
、
朴
賛
勝
の
整
理
し
た
〈
表
四
〉
で
は

張
奎
煥
（
張
燾
）
が
漏
れ
て
い
る
。
車
培
根
は
王
重
植
を
卒
業
し
た
も
の
と
判
断
し
て
七
三
名
と
し
て
い
る
。

（
64
）
尹
致
旿
、
康
永
祐
、
姜
龍
甲
、
権
鳳
洙
、
金
教
先
、
金
奎
福
、
金
基
璋
、
金
大
煕
、
金
東
完
、
金
明
集
、
金
鎔
済
、
金
允
求
、
金
重

漢
、
金
亨
燮
、
金
鴻
南
、
南
舜
煕
、
朴
完
緖
、
朴
正
善
、
申
佑
善
、
申
海
永
、
安
昌
善
、
安
衡
中
、
魚
潭
、
魚
瑢
善
、
厳
柱
日
、
王
�
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植
、
劉
文
相
、
兪
承
兼
、
兪
鎮
方
、
劉
昌
煕
、
兪
致
学
、
尹
世
鏞
、
李
敬
承
、
李
冕
宇
、
李
正
煕
、
李
周
煥
、
張
明
根
、
張
承
斗
、
張
憲

植
、
張
浩
翼
、
全
泰
興
、
鄭
錫
煥
、
鄭
寅
昭
、
鄭
在
淳
、
鄭
海
英
、
趙
斉
桓
、
池
承
浚
、
崔
相
敦
、
崔
永
植
、
洪
仁
杓
、
金
東
圭
、
金
益

南
、
金
鴻
鎮
、
盧
景
輔
、
朴
晩
緖
、
朴
正
銑
、
卞
河
璡
、
安
慶
善
、
廉
学
雨
、
呉
聖
模
、
禹
泰
鼎
、
陳
煕
星
、
崔
炳
台
、
韓
震
用
、
玄

槶
、
徐
廷
岳
、
安
明
善
、
金
鼎
禹
、
元
応
常
、
尹
致
晟
、
李
憲
珪
、
崔
万
淳
、
金
成
殷
。

（
65
）
姜
友
善
、
金
相
淳
、
金
祥
演
、
金
鴻
卿
、
朴
宗
桓
、
卞
国
璿
、
慎
順
晟
、
厳
柱
鳳
、
李
寅
植
、
李
昌
植
、
李
漢
相
、
李
浩
璋
、
河
允

泓
、
扈
根
奭
、
洪
奭
鉉
。『
親
睦
会
会
報
』
か
ら
調
査
。

（
66
）
金
教
善
、
金
奎
福
、
金
成
殷
、
金
亨
燮
、
金
鴻
南
、
盧
景
輔
、
朴
正
善
、
魚
潭
、
尹
致
晟
、
張
明
根
、
張
浩
翼
、
鄭
海
英
、
崔
炳
台
。

車
培
根
、
前
掲
、
二
一
〇
〜
二
一
一
頁
。
な
お
、
統
計
に
は
含
め
る
も
の
の
、
帰
国
後
に
軍
人
コ
ー
ス
に
進
ん
だ
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
金
鴻

鎭
）。

（
67
）
脚
註
六
六
に
挙
げ
た
人
物
の
う
ち
、
盧
景
輔
、
朴
正
善
、
崔
炳
台
を
除
い
て
全
員
武
官
に
任
命
さ
れ
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い

が
、
彼
ら
の
一
部
は
一
九
〇
二
年
に
「
革
命
一
心
会
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。

（
68
）
康
永
祐
、
権
鳳
洙
、
金
基
璋
、
金
大
熙
、
金
東
圭
、
金
東
完
、
金
明
集
、
金
相
淳
、
金
祥
演
、
金
鎔
済
、
金
允
求
（
金
倫
求
）、
金
益

南
、
金
鼎
禹
、
金
重
漢
、
金
鴻
卿
、
南
舜
熙
、
朴
晩
緒
、
朴
正
銑
、
朴
宗
桓
、
卞
国
璿
、
卞
河
璡
、
徐
廷
岳
、
申
佑
善
、
申
海
永
、
安
慶

善
、
安
明
善
（
安
国
善
）、
安
昌
善
、
安
衡
中
、
魚
瑢
善
、
魚
允
迪
、
厳
柱
一
（
厳
柱
日
）、
呉
聖
模
（
呉
泂
根
）、
禹
泰
鼎
、
元
応
常
、

劉
文
相
、
兪
鎮
方
（
兪
鎮
�
）、
兪
承
兼
、
劉
昌
熙
（
劉
文
煥
）、
兪
致
学
（
兪
致
衡
）、
尹
邦
鉉
、
尹
世
鏞
、
尹
致
旿
、
李
敬
承
（
李
敬

珪
）、
李
冕
宇
、
李
寅
植
、
李
正
煕
、
李
周
煥
、
李
昌
植
、
李
漢
相
、
李
憲
珪
、
張
奎
煥
（
張
燾
）、
張
憲
植
、
全
泰
興
、
鄭
錫
煥
、
鄭
寅

昭
（
鄭
寅
韶
）、
鄭
在
淳
、
趙
斉
桓
、
陳
煕
星
、
崔
万
淳
（
崔
万
達
）、
崔
相
敦
、
崔
永
植
（
崔
奎
翼
）、
河
允
泓
、
韓
震
用
、
玄
槶
、
扈

根
奭
、
洪
奭
鉉
、
洪
仁
杓
。
安
龍
植
、
前
掲
。
名
の
変
更
は
安
龍
植
の
研
究
で
確
認
ま
た
は
同
定
し
て
い
る
。

（
69
）
康
永
祐
、
金
東
圭
、
金
明
集
、
金
相
淳
、
金
允
求
（
金
倫
求
）、
金
益
南
、
金
鼎
禹
、
金
重
漢
、
金
鴻
卿
、
南
舜
煕
、
卞
国
璿
、
卞
河

璡
、
徐
廷
岳
、
申
海
永
、
安
慶
善
、
安
明
善
（
安
国
善
）、
安
昌
善
、
魚
瑢
善
、
禹
泰
鼎
、
元
応
常
、
劉
文
相
、
兪
鎮
方
（
兪
鎮
�
）、
兪
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致
学
（
兪
致
衡
）、
尹
邦
鉉
、
尹
致
旿
、
李
冕
宇
、
李
寅
植
、
李
正
煕
、
李
周
煥
、
李
昌
植
、
李
漢
相
、
李
憲
珪
、
張
奎
煥
（
張
燾
）、
陳

熙
星
、
崔
万
淳
（
崔
万
達
）、
崔
相
敦
、
崔
永
植
（
崔
奎
翼
）、
河
允
泓
、
玄
槶
、
扈
根
奭
、
洪
奭
鉉
。
安
龍
植
、
前
掲
。

（
70
）
な
お
、
朴
賛
勝
は
「
依
願
免
本
官
」
し
た
留
学
経
験
者
を
除
外
し
て
お
り
、
ま
た
、
軍
人
を
統
計
に
含
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
士
官
学

校
出
身
者
を
除
外
し
て
い
る
が
、
彼
ら
を
統
計
に
含
め
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
こ
の
比
率
は
さ
ら
に
上
が
る
。

（
71
）
金
大
煕
、
金
益
南
、
金
鼎
禹
、
朴
晩
緒
、
朴
正
銑
、
徐
廷
岳
、
安
昌
善
、
安
慶
善
、
安
衡
中
、
兪
鎮
�
、
劉
昌
煕
、
兪
致
学
、
李
冕

宇
、
李
寅
植
、
李
周
煥
、
李
漢
相
、
張
燾
、
鄭
寅
昭
、
崔
奎
翼
、
韓
震
用
、
玄
槶
、
洪
奭
鉉
、
洪
仁
杓
。『
学
部
来
去
文
』
七
、
八
、
九

冊
、
及
び
『
駐
日
来
案
』
七
、
八
、
九
冊
か
ら
調
査
。
上
記
の
他
、
宋
修
用
、
林
春
喜
、
韓
明
淳
の
三
名
が
大
学
卒
業
生
と
し
て
確
認
で

き
る
が
、
甲
午
改
革
期
渡
日
留
学
生
と
確
認
で
き
な
い
た
め
、
除
外
し
て
い
る
。

（
72
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
九
七
頁
。

（
73
）
独
立
協
会
運
動
に
つ
い
て
は
、
月
脚
達
彦
、
前
掲
、「
第
五
章

独
立
協
会
の
「
国
民
」
創
出
運
動
」。

（
74
）
「
雑
報
」『
独
立
新
聞
』
一
八
九
六
年
九
月
二
二
日
付
二
面
。「
論
説
」、
同
、
一
八
九
六
年
一
〇
月
八
日
付
一
面
。「
雑
報
」、
同
、
一
八

九
六
年
一
一
月
七
日
付
一
面
。「
論
説
」、
同
、
一
八
九
七
年
四
月
八
日
付
一
面
。

（
75
）
『
大
朝
鮮
独
立
協
会
会
報
』
四
、
一
八
九
七
年
一
月
、
六
〜
九
頁
。
同
、
七
、
一
八
九
七
年
二
月
、
六
〜
一
〇
頁
。

（
76
）
『
大
朝
鮮
独
立
協
会
会
報
』
一
五
、
一
八
九
七
年
六
月
、
一
〇
〜
一
三
頁
。

（
77
）
�
�
�
（
姜
容
九
か
、『
大
朝
鮮
独
立
協
会
会
報
』
第
六
号
、
以
下
同
）、
権
鳳
洙
（
第
四
号
）、
金
東
奎
（
金
東
圭
か
、
第
九
号
）、
呉

聖
模
（
第
十
八
号
）、
李
正
煕
（
第
一
一
号
）、
鄭
瑀
容
（
第
四
号
）、
�
�
�
（
金
錫
胤
か
、
第
八
号
）、
張
休
（
張
烋
か
、
第
一
一
号
）。

（
78
）
『
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
人
会
報
』
一
巻
一
〇
号
、
一
八
九
七
年
四
月
、
七
面
。『
大
韓
キ
リ
ス
ト
人
会
報
』
二
巻
一
五
号
、
一
八
九
八
年
四

月
、
一
面
。『
大
韓
キ
リ
ス
ト
人
会
報
』
二
巻
二
六
号
、
一
八
九
八
年
六
月
、
二
面
。

（
79
）
「
京
城
特
報

五
月
二
五
日
発
」『
時
事
新
報
』
一
八
九
八
年
六
月
三
日
付
一
面
。

（
80
）
鄭
喬
『
大
韓
季
年
史
』
五
（
前
掲
）、
一
八
九
九
年
一
月
条
、
二
三
頁
。
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（
81
）
「
京
城
特
報

一
一
月
一
九
日
発
」『
時
事
新
報
』
一
八
九
八
年
一
二
月
一
日
付
六
面
。

（
82
）
「
部
中
日
記
」『
大
韓
倶
楽
』
一
、
一
九
〇
七
年
四
月
、
四
〇
頁
。
以
下
、
大
韓
倶
楽
部
の
概
要
は
「
部
中
日
記
」
を
引
用
し
た
も
の
で

あ
る
。

（
83
）
金
祥
演
は
農
商
工
部
が
勧
業
博
覧
会
視
察
の
た
め
一
八
九
五
年
五
月
に
派
遣
し
た
四
人
の
学
員
の
一
人
で
あ
り
（「
照
会
」『
農
商
工
部

来
去
文
』
一
、
一
八
九
五
年
五
月
二
二
日
（
陰
暦
四
月
二
八
日
）
発
信
）、
金
祥
演
の
み
そ
の
ま
ま
留
学
生
と
し
て
日
本
に
残
っ
た
。
一

九
〇
二
年
六
月
の
時
点
で
東
京
専
門
学
校
三
年
政
治
学
科
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（「
照
会
第
十
一
号
」『
学
部
来
去
文
』

一
一
、
一
九
〇
二
年
六
月
二
〇
日
発
信
）。

（
84
）
「
懇
親
光
景
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
五
年
九
月
二
六
日
付
二
面
。

（
85
）
会
員
名
簿
の
記
載
数
は
二
一
二
人
で
あ
る
が
、
洪
在
箕
が
重
複
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
一
一
人
と
な
る
。

（
86
）
『
大
朝
鮮
独
立
協
会
会
報
』
か
ら
調
査
。
任
員
は
、
具
然
韶
、
権
在
衡
、
金
嘉
鎮
、
金
昇
圭
、
金
在
豊
、
金
宗
漢
、
金
重
煥
、
南
宮
檍
、

文
台
源
、
閔
商
鎬
、
閔
泳
綺
、
朴
箕
陽
、
朴
承
祖
、
朴
鎔
奎
、
白
性
基
、
徐
彰
輔
、
宋
憲
斌
、
沈
相
薫
、
沈
宜
碩
、
安
駉
寿
、
安
寧
洙
、

呉
世
昌
、
兪
箕
煥
、
柳
正
秀
、
李
建
鎬
、
李
啓
弼
、
李
根
永
、
李
根
浩
、
李
秉
武
、
李
商
在
、
李
完
用
、
李
寅
祐
、
李
在
正
、
李
鍾
夏
、

李
采
淵
、
李
夏
栄
、
鄭
顕
哲
、
趙
東
潤
、
彭
翰
周
、
韓
圭
�
、
玄
済
復
、
玄
興
沢
、
洪
禹
観
。

（
87
）
「
大
意
哉
三
氏
」『
皇
城
新
聞
』
一
八
九
八
年
九
月
二
四
日
付
三
面
。

（
88
）
「
広
告
」『
皇
城
新
聞
』
一
八
九
八
年
一
一
月
九
四
日
付
四
面
。

（
89
）
「
法
律
教
師
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
〇
年
二
月
一
四
日
付
二
面
。

（
90
）
「
学
事
漸
興
」『
時
事
叢
報
』
一
八
九
九
年
五
月
一
日
付
三
面
。

（
91
）
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
一
〇
一
頁
。

（
92
）
「
学
員
募
集
広
告
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
五
年
一
月
一
六
日
付
三
面
。
他
に
石
鎮
衡
、
崔
恒
錫
、
太
明
軾
、
洪
在
祺
。

（
93
）
高
麗
大
学
校
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
高
麗
大
学
校
百
年
史
Ⅰ
』
高
麗
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
〇
八
年
、
五
二
〜
五
三
頁
。
他
に
朴
承
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赫
、
石
鎮
衡
、
鄭
永
沢
、
洪
在
祺
。

（
94
）
留
学
生
監
督
と
し
て
の
申
海
永
に
つ
い
て
は
、
金
範
洙
、
前
掲
。

（
95
）
「
特
別
広
告
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
七
年
一
一
月
二
一
日
付
三
面
。

（
96
）
理
由
と
し
て
、
こ
の
集
会
以
後
、
大
韓
倶
楽
部
に
関
す
る
新
聞
報
道
が
な
い
。
鄭
永
沢
が
大
韓
倶
楽
部
臨
時
事
務
所
で
講
師
を
集
め
た

と
い
う
記
事
が
あ
る
が
（「
講
師
会
同
」『
大
韓
毎
日
申
報
』
一
九
〇
八
年
二
月
一
三
日
付
二
面
）、
団
体
自
体
は
消
滅
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
97
）
本
稿
、
表
を
参
照
。

（
98
）
一
九
〇
八
年
一
月
一
九
日
、
畿
湖
興
学
会
創
立
総
会
は
、
普
成
小
学
校
で
行
わ
れ
（『
畿
湖
興
学
会
月
報
』
一
、
一
九
〇
八
年
八
月
、

四
四
頁
）
そ
の
後
、
二
月
九
日
定
期
総
会
、
三
月
一
五
日
畿
湖
西
北
両
学
会
任
員
懇
親
会
、
は
普
成
専
門
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
（
同

上
、
四
五
頁
、
四
七
頁
）。

（
99
）
『
大
韓
倶
楽
』
は
毎
月
発
刊
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
七
年
四
月
と
七
月
の
二
回
の
発
行
で
終
わ
っ
た
。

（
100
）
「
特
別
広
告
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
六
年
一
一
月
一
六
日
付
四
面
。

（
101
）
一
進
会
に
つ
い
て
は
、
次
の
研
究
を
挙
げ
て
お
く
。
林
雄
介
「
一
進
会
の
前
半
期
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
―
一
九
〇
六
年
八
月
ま

で
」
武
田
幸
男
編
『
朝
鮮
社
会
の
史
的
展
開
と
東
ア
ジ
ア
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
102
）
全
文
は
李
寅
燮
『
元
韓
国
一
進
会
歴
史
』
二
、
文
明
社
、
一
九
一
一
年
、
一
〇
六
〜
一
一
一
頁
。

（
103
）
「
大
韓
倶
楽
部
函
繳
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
四
日
付
三
面
。
ま
た
は
『
大
韓
倶
楽
』
一
、
一
九
〇
七
年
四
月
、
四
二
〜

四
三
頁
。
原
文
は
国
漢
文
。

（
104
）
『
法
政
学
界
』
一
、
一
九
〇
七
年
五
月
、
前
付
、
六
四
頁
。

（
105
）
「
維
持
会
事
件
」
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触
れ
な
い
。
先
行
研
究
と
し
て
、
裵
亢
燮
「
高
宗
と
普
成
専
門
学
校
の
創
立
及
び
初
期
運
動
」

『
史
叢
』
五
九
（
韓
国
語
）、
二
〇
〇
四
年
。
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（
106
）
養
正
義
塾
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
、
金
孝
全
「
養
正
義
塾
の
法
学
教
育
」『
法
官
養
成
所
と
近
代
韓
国
』
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
（
韓

国
語
）、
二
〇
一
四
年
。

（
107
）
「
広
告
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
五
年
四
月
一
日
付
四
面
。

（
108
）
「
養
正
進
就
学
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
六
年
五
月
八
日
付
三
面
。

（
109
）
「
入
学
を
請
願
」『
大
韓
毎
日
申
報
』
一
九
〇
八
年
三
月
五
日
付
三
面
。「
教
授
経
済
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
八
年
三
月
七
日
付
二
面
。

（
110
）
『
高
麗
大
学
校
百
年
史
Ⅰ
』
五
二
頁
、
一
三
五
頁
。
な
お
、
こ
の
章
の
執
筆
者
は
裵
亢
燮
で
あ
る
。

（
111
）
裵
亢
燮
、
前
掲
、
二
四
三
頁
。

（
112
）
崔
鍾
庫
「
韓
末
・
日
帝
下
法
学
協
会
の
活
動
」『
韓
国
法
学
史
』
博
英
社
（
韓
国
語
）、
一
九
九
〇
年
。

（
113
）
李
庸
昌
「�
伊
藤
博
文
追
悼
会
�
開
催
前
後
�
社
会
勢
力
�
の
動
向
と
親
日
政
治
勢
力
の
形
成
」『
史
学
研
究
』
六
九
（
韓
国
語
）、
二

〇
〇
三
年
。

（
114
）
伊
藤
博
文
官
民
追
悼
会
に
は
申
佑
善
、
魚
瑢
善
、
魚
允
迪
、
元
応
常
、
兪
承
兼
、
張
憲
植
、
趙
斉
桓
、
崔
相
敦
、
伊
藤
博
文
国
民
大
追

悼
会
に
は
金
鎔
済
（
発
起
人
）、
劉
文
煥
、
李
冕
宇
、
張
燾
の
参
加
が
確
認
で
き
る
（
李
庸
昌
、
前
掲
、
一
一
九
頁
、
一
二
二
頁
）。

（
115
）
李
庸
昌
、
前
掲
、
一
二
一
頁
。

（
116
）
「
追
悼
会
参
否
調
査
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
九
年
一
一
月
一
〇
日
付
二
面
。

（
117
）
留
学
生
の
官
吏
就
職
状
況
の
調
査
は
、
朴
賛
勝
、
前
掲
（
二
〇
〇
〇
年
）、
一
一
〇
〜
一
一
四
頁
。

（
118
）
安
重
根
の
弟
安
定
根
と
安
泰
根
の
身
辺
が
事
件
後
に
不
安
定
に
な
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（「
不
安
辞
職
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
九

年
一
一
月
一
八
日
付
二
面
）。

（
119
）
李
庸
昌
、
前
掲
、
一
二
五
頁
。

（
120
）
「
監
督
申
海
永
氏
病
没
始
末
」『
大
韓
興
学
報
』
六
、
一
九
〇
九
年
一
〇
月
、
六
四
〜
六
六
頁
。
金
範
洙
、
前
掲
、
九
五
頁
。

（
121
）
「
監
督
申
海
永
氏
病
没
始
末
」
前
掲
。
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（
122
）
「
親
知
弔
礼
」『
皇
城
新
聞
』
一
九
〇
九
年
九
月
二
八
日
付
二
面
。

（
123
）
「
申
氏
追
悼
会
」『
大
韓
毎
日
申
報
』
一
九
〇
九
年
一
一
月
二
三
日
付
二
面
。
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